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員 6 党 。 和 


お の 


慈 半 あ まね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 


% 本 当 に アッ ラー の 御 許 の 教え は 、 イ スラ ー ム で ある #* 
(クルアーン 3 : 19) 


《 イス ラー ム 以 外 の 教え を 追求 する 者 は 、 決 し て 受け 
入れ られ な い 。 そ し て 来世 に お いて これ ら の 者 は 失敗 
者 の 類 で ある 』 (クル アー ン 38 : 85) 


この 本 で 使用 され て いる 記号 の 意味 : 


ト 0 


アラ ビア 語 方 式 日 本 語 訳 


偉大 に し て 若 厳 な る お 方 な り ! 
ee 
ーー| アッ ラー が 彼 を 御 満悦 に な り ま す よ 


か っ DI 
上 よう # 








この 本 は 、 和 目 由 な 思想 と 寛大 な 精神 を お 持ち の みな さま に 
是非 読ん で いた だ きた い 「 メ ッ セ ー ジ 」 で す 。 真 実 を 追い 求め 
る 人 で あれ ば 、 イ スラ ー ふ と は 何 な の か と か 、 神 さま (アッ ラ 
ー) と は 誰 の こと で どう いう 存在 な の か と か 、 も し く は 何 が 究 
極 的 な 人 間 の 存在 意義 で 、 生 きる と いう こと の 意味 な の だ ろう 
か ・・・ や など と いう こと を 一 度 は 考え た 事 が ある か も し れ ま 
せん 。 そ の 他 こ の よう な 沢山 の 疑問 は 様々 な 機会 に 浮か び 上 が 
っ て きま す が 、 色 々 な 理由 で 払い の けら れ 、 無視 さ れ て し まい 
まず 。 


イス ラー ム は 特に 西洋 諸国 で 顕著 に 誤解 され 、 事 実 歪曲 さ 
れ て きた 宗教 で す 。「 こ の 事実 は せ 、 ほ と ん ど 和 驚く に 値 し ませ ん 」 
と フラ ンス 人 作家 の モー リス ・ プ カイ ご ー 博 士 は 彼 の 著書 「 聖 書 、 
クル アー ン と 科学 1」 の 序文 で 異 問 を 唱え ます 。 


実に 何 世代 も の 西洋 人 が 、 人 類 が 直面 する 款 教 的 問題 の 中 
で 教訓 を 受け て きた に も 関わ ら ず 、 イ スラ ー ふ に 関す る 知識 は 
依然 欠如 し て いる 現状 を 自ら 認め て いる の で す 。 


そう し た 中 、 イ スラ ー ム の 概念 は 大 多数 の 非 ム スリ ム ( イ 
スラ ー ム 教徒 ) に と っ て 、 不 明瞭 な まま で あり 続け て いま す 。 


本 書 で あな た の 知り た いと 思っ て いる 事柄 の 全て を 知る 


事 は 出来 な いか も し れ ま せん 。 し か し この 本 の 中 に ある 知識 は 
あな た の 考え 方 に 新しい 次 元 を 与え 、 こ の 広大 な 宇宙 の 中 で の 
「 人 間 」 と し て の あな た の 役割 、 更 に は あな た と 、 あ な た の 創 


1 この 本 の 原本 は ブラ ンス 語 で 書か れ た も の で 、La Bible, Le Coram et la 
Science (パリ 、Seghers 出版 、1976 年 ) と 題 さ きれ て いま す 。 初出 の 英語 版 は 、 
The Bible, the Qur'an and the Science と し て アラ ステ ャ ヤー D. パン ネル 氏 
お よび 著者 より 翻 了 駅 され て いま す 。 (イン ディ アナ ポリ ス : アメ リカ ント ラス ト 
出版 、1979 年 ) 








まあ まま と ミミ うい 


造 主 に し て 唯一 神 で ある 全能 者 アッ ラー ( 遇 ) と の 関係 の 重要 
性 を 認識 させ て くれ る で し ょ う 。 ま た 、 本 書 の 役割 は イス ラー 
ふ を 人 簡 涯 に 説明 し 、 イ スラ ー ム に対する 沢山 の 質問 に 単 妃 直入 
に 答え 、 か つ イ スラ ー ム の 信 是 性 を 証明 する も の な の で す 。 


本 書 を 読む こと に より あな た は アッ ラー ()、 か れ の 最 
後 の 麻 典 、 か れ の 最後 の 預言 者 た ち 、 使 者 た ち 、 イ ステ ラー ム 、 
人 間 の 現世 で の 役割 、 そ の 他 の 関連 事柄 を 学ぶ 事 が 出来 る で し 
ま 区 。 

最後 に 、 ク ルアー ン 唯 一 の 言語 は アラ ビア 語 の み で あり 、 
「 日 本 語 版 の クル アー ン 」 と いう も の が ある な ど と いう 誤解 を 
され な いよ うに 喚起 させ て 頂き た いと 思い ます 。 一 方 クル アー 
ン か ら の 引用 や 預言 者 の 言行 の 本 書 上 で の 日 本 語 の 引用 は “ ア 
ッ ラ テー ( 弟 ) は こう 仰 ら れ ま し た ” や 、" 有 預言 者 ( 箸 ) は こう 
言わ れ ま し た " と な っ て いま す が 、 そ の 日 本 語 で の 表現 は 単に 
一 般 的 な 意味 を 翻訳 し て いる に 過ぎ な い の で す 。 


アプ ドッ ゥ ル ・ マ ー リ ク ・ ム ジャ ー ヒ ド 
ダー ルッ サラ ー ム 総 責 任 者 








"ゲッ ター と は 、 唯一 か つ 真 実 の 神 に 対し て の 適切 な 固 
有名 詞 で あり 、 か れ の 美 名 と その 完全 な 属性 の 全て を 含む 言葉 
で す 。 ア ッ ラ ー ( 弟 ) と は 、 絶 対 無比 に し て 唯一 の 存在 な の で 
す 。 か れ に は 子 も 、 仲 間 も 、 同 等 の 存在 も あり ませ ん 。 か れ は 
この 宇宙 の 単独 の 創造 者 で あり 、 維 持 者 な の で す 。 全 て の 創造 
物 の 存在 は か れ の 唯一 性 、 神 性 、 主 性 じ し レ ブー ビー ヤ 》⑳、 更 に は 
か れ の 美 名 と 属性 の 独自 性 を 証明 し て いま す 。 か れ の 本 質 は 、 
他 の どの 本 質 と も 似 通 う こと は あり ませ ん 。 か れ の 他 に 、 か れ 
と 同様 の も の が 存在 する と いう 事 も 一 切 あ り ま せん 。 か れ は ま 
さ 紅 唯一 で 、 単 独 で あり 、 分 離す る こと が あり ませ ん 。 


か れ は 主 で あり 、 か れ 無 くし て は い 
か な る 事柄 も 遂行 きれ る こと な く 、 
それ ゆえ 究極 の 主 性 が か れ に 属し 
て いる の で す 。 か れ は お 生ま れ に な 
っ た の で も な く 、 お 産み する こと も 
あり ませ ん 。 か れ は 何事 に も 含ま れ 
て いる こと も な く 、 何 事 も か れ に 含 
まれ る こと は あり ませ ん 。 





実に 全て の 創造 物 は か れ を 必要 と する こと で 共通 し ます が 、 
か れ は 何事 も 必要 と する こと は あり ませ ん 。 


2 “ 守 権 ' は アラ ビア 語 で 、「 ル プー ビー ヤギ 」 と いう 言葉 に な り ま す 。 “ 主 " 
を 示す 「 ラ ッ ブ プ 」 と いう 言葉 か ら 派 生 し て お り 、「 創 造 主 」 や 、「 養 育 
者 」 と いら うら 意味 を 暗示 し て いて 、 か れ に より 生 と 死 は 司 ら れ て いる と 
いう 事 で す 。 





油 人 “ し 人 衣 、 アー ヘン の 
っ 所 Ve RW 選 り 矢 作り ee MM osW 所 Ke 六 っ 0 


アッ ラー( 喘 ) は 全 知 全 人 能 で あり 、 そ の 知 江 は 最も 完全 な 形 
で ある た め 、 か れ は 顕 わ な も の ・ 秘 め ら れ た も の に 関わ ら ず 人 
て を 認識 され ます 。 ま た か れ は 、 か れ の 創 ら れ た 創造 物 が 考え 
うる 偉大 さと いう も の より ゃ 中 か に 偉大 な の で す 。 ア ッ ラ ー は 
至高 に し て 全て の 主 で あり 、 われ われ は か れ に すべ て の 事柄 を 、 
か れ の 思う まま に 委ね て いる の で す 。 か れ は 慈悲 深く 、 全 て は 
か れ の 限り な い 慈 起 に 包み 込ま れ て いま す 。 か れ は 不正 や や 暴 政 
か ら も 無 綴 で す 。 こ の 整然 と し た 宇宙 は か れ の 公正 さき に より 衝 
序 を も た ら さ れ て いま す 。 か れ の 主権 は 何者 に も 分 けら れる 事 
は な く 、 創 造物 か ら の 支持 や 援助 を 受け る こと も あり ませ ん 。 
か れ は 全 宇 宙 の 主 な の で す 。 





か れ は 7 つの 天 の 上 に お られ 、 か れ の 壮 厳 さと 威厳 さ に 適 
し た 形 で 玉座 に 就 い て お られ る の で す 。 


か いか て か て Amtntm い mt いて か て 作 よ か て 作る か て か もい いて か も か と さま か も ホホ トト に As へ も よいこ か て こい て in かい 導い 


: イス ラー ム 概 観 9 











啓典 クル アー ン は アッ ラー ( 弟 ) の 直接 の 御 言葉 で す 。 創 
造物 で は あり ませ ん 。 ム ハン マ ド ( 尋 ) が 天使 ガ プ リエ ル に よ 
り 伝 達 さ れ た クル アー ン の 節 を 記憶 し 、 そ の 場 に 居合 わせ た 教 
友 た ちの 前 で 朗読 し 、 た だ ち に 記録 させ た の で す 。 ムハンマド 

( 鐵 ) は 啓示 され た 内 容 の 複写 を 彼 の 家 に 保管 し て いま し た 。 
それ は アッ ラー () の 諸 啓 典 の 最終 版 で あり 、 28 年 間 に 渡っ 
て 徐々 に 啓示 され まし た 。 ク ルアー ン は 、 そ れ ぞ れ 違 う 長 さ の 











114 章 (スー テラ ) か ら 成 っ て いま す 。 
これ ら に 含ま れ て いる 数え は 
イス ラー ム の 最も 重要 で 根本 的 な ・ 川 リ 
も の で す 。 ク ルアー ン の 中 に ある 日 
章 は 、 マ ッ カ (メッ カ ) で 啓示 さ 
れ た も の と 、 マ ディ ー ナ (メデ ィ に -|- 
ナ ) で 訂 示 され た も の の 2 種類 に 大 ー_ 
きく 分 けら れ ま す 。 
マッ カ に お いて 度 示 され た 章 や 節 は 、 主 に 唯一 神 信仰 や ア 
ッ ラ ー () の 存在 を 証明 する 数 々 の 証 、 審 判 の 日 に お ける 
全 人 類 の 復活 、 ま た 復活 と 死後 の 世界 な ど 信 仰 原理 (アキ ー ダ 
) に 関し て いる も の で す 。 ア ッ ラ ー ( 敵 ) は 唯一 で ある 、 と 
強調 する イス ラー ム の 信条 は 、 ア ッ ラ ー ( 敵 ) が 人 類 の 祖 ア 
ダム を 初め と し て ムハンマド () で 完結 し た 、 こ れ ま で 人 
類 に 遣わ され た 全て の 預言 者 と 使徒 の メッ セー ジ の 重要 な 焦点 
な の で す 。 マ ディ ー ナ に お いて 啓示 され た も の は 、 箇 拝 行為 や 
われ われ の 人 生 の 中 で の 日 淀 生活 に 関し て の あり と あら ゆる 事 


柄 な ど が 含ま れ て いま す 。 





か < 当っ 


聖 ク ルアー ン の 信 選 性 


これ まで 歴史 上 、 イ スラ ー ム 諸国 が クル アー ン に 対し て し 
て きた よう に 手厚く 啓典 を 扱い 、 管 理 し 、 保 存 を し て きた 国 は 
他 に あり ませ ん 。 ク ルアー ン 以 前 に 啓示 され た 啓典 と 違い 、 ク 
ルアー ン は その 内 容 に 手 を 加え た り 、 変 更 を する 恐れ の ある 特 
定 の ふ ス リム 集団 や 部 導 な どの 手 に よっ て 保管 され て きた 訳 で 
は あり ませ ん 。 む し ろ 全 て の ムスリム 達 の 手 の 届 く と ころ に 存 
在 し て きた の で す 。 ム スリ ム は 、 日 々 の 礼拝 の 中 で の グル アー 
ン 朗 読 を 義務 付け られ 、 全 て の 議論 ・ 論 争 の 際 に は そこ に 最終 
的 な 判決 を 求め あま す 。 ク ルアー ン は 預言 者 ( 毅 ) が まだ 生存 中 、 
全 暗 記 を し て いる 人 々 も いる 中 で 編成 され まし た 。 デ ッ ラ テー 
(区 ) は 、 わ れ は クル アー ン を 保護 する 、 と 自ら 明言 し て 約束 
され て いま す 。 ク ルアー ン は 鶴 判 の 日 まで 保護 され る こと を 約 
束 さ れ て いる の で す 。 今日 の ムスリム た ち は 、 頓 言 者 A ム ハンマ 
ド ( 里 ) と 彼 の 教 友 た ち が 生 き て いた 時 代 に 読ま れ 、 朗読 され 
て いた も の と 全く 同じ クル アー ン の 原文 を 読み 、 朗 読 し て いる 
の で す 。 た っ た 1 つの 文字 で さえ 追加 も 、 削 除 も され て いま せ 
ん 。 モ ー リ ス ・ プ カイ 博士 は 彼 の クル アー ン の 研究 後 、 こ う 
結論 付け て いま す : 


これ ら の 疑う 余地 の な い 信 是 性 の お か げ で 、 ク ルアー 
ン の 原文 は 含ま で 啓示 され て きた 啓典 の 中 で も 特別 の 
位 加 を 占め て いま す 。3 


$ 外科 医 で ある モー リス ・ ブ カイ ュ 博 士 は 、 ク ルアー ン の 科学 的 側面 に 大 き な 
関心 を 寄せ て いま し た 。 彼 は アラ ビア 語 を 学び 、 ク ルアー ン を 原文 で 研究 を す 
る こと に 成功 し て いま す 。 彼 は その 中 の 正確 な 科学 的 情報 に 驚 情 し 、 研 究 を 重 
ね た 結果 、 イ スラ ー ム に 改宗 し まし た 。 





ミン まま いま ミン まま て て 


クル アー ン の 奇跡 


往 庫 な る アッ ラー は アラ ブ 人 、 非 アラ プ 人 を 間 わ ず 、 ク ル 
アー ン に 匹敵 する よう な 文章 を 製作 し て みる よう 挑 ま れ ま し た 
4。、 こ の 挑戦 は 10 句 の み に 軽 減 さ れ ま し た が 、 誰 も 太刀 打ち で 
きま せん で し た 。 最後 に アッ テー ( 負 ) は 後 ら に た っ た 1 つの 
名 で も いい か ら ク ルアー ン に 匹 蔽 する よう な 文章 を 作っ て みる 
様 、 挑 まれ まし た 。 そ の 当時 の アデ ラブ 人 た ち は 、 と て も 雄弁 で 
修辞 学 に 秀 で て いま し た が 、 こ の 挑戦 に 関し て は 全く の 無能 さ 
を 露呈 し た の で す 。 彼 ら は その 時 、 こ れ ら が 宇宙 の 主 で ある ア 
ッ ラ フー ( 身 ) か ら も た ら さ れ た も の 以外 の 何 物 で も な いと 悟っ 
た の で す 。 


アッ ラー ( 弟 ) の 使徒 ムハンマド ( 偽 ) が も た らし た 奇 
跡 と 彼 以前 の 使徒 た ちら が も た らし た 奇跡 は いずれ も 、 彼 ら の 正 
直さ を 立証 する も の で あっ た わけ で す が 、 両 者 の 間 に は 違い が 
あり ます 。 つ まり 後者 の 奇跡 は 彼ら の 生存 期間 中 の み 証 明 で き 
た 類 の も の で す が 、 前 者 の 奇跡 で も ある クル アー ン は 、 こ れ ま で 
も ゃ も 、 そ し て これ か ら も 有効 か つ 不 滅 で あり 、 審 判 の 日 まで 確固 
と 継続 する も の な の で す 。 


包括 的 律 法 と し て の クル アー ン 


クル アー ン は 神 の 波 (シャ リー ア ) の 源泉 と し て 、 実 践 面 
に お ける 最も 包括 的 な イス ラー ム の 概念 を 構成 し て いま す 。 な 
ぜ 包 括 的 か と いう と 、 法 律 の み で は な く 全 て の ムスリム が 同意 


4 当時 の 不信 仰 者 た ちの 中 に は 、 ク ルアー ン が ふ ハ ンマ ド の 提 造 で ある と か 、 
他 の 者 が 彼 に 教 えて いる の だ と か 主張 する 者 た ちがい まし た が 、 そ れ で アデ アッ ラ 
ー は 弁 舌 和 や 詩作 和 や 修 辞 に 富ん だ 当時 の アラ ブ 人 た ち に こう 挑ん で みせ た の で し 
た 。 そ れ に も 関わら ず 、 実 に 当時 の 誰 一 人 と し て それ が 出来 る 者 が いな か っ た 
どこ ろか 、 自 分 が が それ を 作っ た の だ 、 と 主 昌 す る 者 すら 現れ ませ ん で し た 。 





まま いま 。 ン と まま 


すべ き 倫 理 的 原理 ・ 信 条 な ど が 含ま れ て いる か ら で す 。 イ スラ 
ー ム の シャ リー ア は ムスリム だ け の 人為 の も の で は な く 、 時 代 を 
間 わ ず 全 人 類 に 適し て いる も の な の で す 。 イ スラ ー ム 法 は アッ 
ラー ( 弟 ) に 対す る 私 的 、 公 的 義務 に 大 ま か な 輪 郭 を 与え る こ 
と に より 、 人 間 の 行う べき 行動 を 制定 する も の な の で す 。 


人 間 の 作成 し た 法律 は た び た び の 変更 を 必要 と し 、 人 間 の 
理論 を も と に 作ら れ て いま す 。 新 し い 議 会 や 立法 者 に よる 統治 
が 始ま っ た り 、 新 し い 理 論 が 出現 し た り 、 そ れ が 人 々 の 気 に 入 
っ た りす る た びに 法律 と いう も の は 状況 に 応じ て 変化 し ます 。 
一 方 、 神 の 法 は 制定 者 が 不死 ・ 不 滅 で ある 神 で ある た め 、 不 変 
で あり 永 欠 な の で す 。 か れこ そ が 人 間 を 人 劉 っ た 創造 者 な か の で あ 
り 、 そ し て 終末 の 日 まで の 人 間 の 全て の 必要 を 滴 た す も の を 定 
め ら れ た の で す 。 こ うし た 理由 に より 、 預 言 者 の 封印 で ある ム 
ハン マ ド ( 久 ) に 啓示 され た 最終 護 示 で ある クル アー ン が 、 こ 
れ ま で の 諸 啓 典 を 超越 する こと に な る の で す 。 





クル アー ン に 記さ れ て いる 数 々 の 予言 は 、 そ の 文字 どおり 
実現 し て いま す 。 アッラー ( 薄 ) は 信仰 し 善行 を 行う 者 に 対し 、 
現世 で の 確か な る 成功 を 約束 され て いま す 。 実際 に 彼ら は 、 数 々 
の 国 に また が る 広大 な 土地 を 制 し まし た 。 ク ルアー ン は 他 に も 
ロー マ 人 の ベル シャ 人 に 対す る 勝利 を 予言 され まし た 。 ア ッ ラ 
ー( 衣 ) は 仰 ら れ ま し た : 





の へ っ 
まま スナ ミス た ミイ まま て 3 ナイ まま 


《 近接 する 地 に お いて 、 ロ ー マ の 民 は 打ち 負 か さ れ た 。 
だ が 彼ら は 敗北 の 後 、 数 年 の 内 に 勝利 する で あろ う 。 
以前 の 物事 も これ か ら の 物事 も 、 全 て は アッ ラー に 属 
する 。 そ の 日 信仰 者 た ち (〔 ム スリ ム た ち ) は 豆 な で あ 
ろう (アッ テー に より 勝利 を 授け られ た ロー マ 人 が べ 
ル シ ャ 人 に 対し 勝利 し た こと に )。} (80 : 2 一 4) 


クル アー ン を 客 稚 的 視点 を も っ て 読む 人 は 、 こ れ ら の 予言 
が 推測 や 憶測 の 域 か ら は ほど 遼 い こと を 実感 する で し ょ う 。 と 
いう の も これ ら を 麻 示 し た お 方 は 、 全 て の 出来 事 の 運命 を 復活 
の 日 まで 定め られ て いる か ら で す 。 





5 この 予言 に 関す る 言及 は 、 ク ルアー ン 第 30 剖 「 ビ ザン チン 章 」 の 冒頭 に あ 
り ま す 。 そ れ は つま り 西 暦 614 年 に ペル シャ 人 と ロー マ 人 の 間 に 戦 和 争 が 起こ り 
ロー マ 人 が 敗北 し まし た が 、 そ の 8 年 後に は ロー マ 人 が ペル シャ 人 を 破り 返し 
た と いう 歴史 的 事実 に 関す る も の で す 。 ク ルアー ン の 中 で は 、 ロ ー マ 人 の 勝利 
は 彼ら が 敗北 し た “8 年 後 " と まで 具体 的 に は 示さ れ て は いま せん が 、「39 年 
の 内 に 」(30 : 4) 彼ら が 勝利 する と いう 記述 が あり ます 。 当 時 の ロー マ 人 は キ 
リス ト 教 を 奉じ 、 ベ ペルシャ 人 は 多神教 を 春 じ て いた た め 、 同 啓典 の 民 で マッ 
カ の 多神教 徒 と 敵対 し て いた ムスリム たち は ロー マ 人 の 勝利 を 豆 ん だ の で し た 。 
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ムハンマド ( 催 ) は 文 言 で し た 。 彼 は 学校 な ど 存在 し な か 
っ た マッ カ (メッ カ ) で 育ち 、 読 み 書 き を 知り ませ ん で し た 。 
彼 は 当時 科学 が 盛ん だ っ た シリ ア 、 ア レキ サン ドリ ア 、 ア テ ネ 、 
ロー マ な ど と は か け 離 れ た 環境 で 暮らし て いた の で す 。 更に は 、 
クル アー ン の 中 で 述べ られ て いる 科学 的 事実 は 当時 の 、 つ まり 
西暦 7 世紀 に お いて は まだ 知ら れ て いま せん で し た 。 ア ラテ ラビア 
語 の クル アー ン 原 典 を 研究 、 調 査 し た プ カ イ ュ ユ 博 士 は 驚嘆 し 、 
ARy ま した: 


私 は クル アー ン の 中 か ら 、 た っ た ひと つの 誤り も 見 つ 
け 出 すこ と が 出来 な か っ た 。 私 は その 手 を 止め 、 こ う 
自分 に 問い か けた 。 も し クル アデ アーン が 人 間 に よ り 書 か 
れ た も の で あっ た な ら 、 ど う や っ て 近代 科学 に お いて 
よう や く 明 ら か に な っ て き て いる 事実 を 西暦 7 世紀 の 
時 代 に お いて 書く こと が で きた の だ ろう 、 と 。 私 は 目 
の 前 に ある 証拠 を 認め ざる を 得 な か っ た 。 ク ルアー ン 
に は 近代 科学 の 観点 か ら 非 難 で きる よう な 記述 が ひと 
つも 無かっ た の で ある 。 私 は 同様 の 客観 的 視点 を 常に 
維持 し た まま 、 同 じ テ スト を 旧約 聖書 と 福音 書 に お い 
て も 行っ た 。 そ し て 前 者 に 関し て は 第 一 巻 を 読み 終え 
る まで も な く 、 近 代 科 学 に よる 堅固 な る 事実 か ら 完 全 
に 逸脱 し た 記述 を 発見 し た の で ある 。 6 


ブ カ イ ュ 博 士 は 宇宙 の 起源 、 天 文学 、 動 植物 界 、 人 間 の 生 
殖 や そ の 他 関 連 事項 に 関し て クル アー ン の 中 で 言及 され て いる 、 
数 々 の 科学 的 事実 を 研究 し まし た 。 こ の 小冊子 の 客観 性 に 対す 
る 読者 の 方 々 の 注意 を 嘆 起 すべ く 、 上 記 の 内 の 2 つの 問題 を 次 
に 、 人 科 潔 に 述べ て み ま し ょ う 。 


6 「 聖 書 、 ク ルアー ン と 科学 」、120 頁 





マス ヘン ーー て ーー ンー ーー で 。 
ああ あの ああ いあ を まい 


天 と 地 の 創 造 


宇宙 の 起源 に 関す る 人 間 の 知識 と いう も の は 非常 に 限定 さ 
れ て いま す 。 科 学者 た ち は ひ と つの テー マ に 沿っ た 進化 の 仮 謗 
と 理論 を 主 し て いま す 。 そ れ は 、 原 始 火球 と 原初 期 の 物質 、 
反物 質 と いう も の で す 。 





仮説 に よれ ば 、 宇 宙 は 主 に 強い 相互 作用 の ある 粒子 に よっ 
て 構成 され て いま し た 。 原初 の 物質 と 反物 質 と は 、 ブ リタ ニカ 
百科 事典 に よる と 、 次 第 に 如 浅 を し 合っ た 、 と 記載 さん れ て いま 
す 。 そ の な か か ら 残 存 し た 粒子 に より 現在 の 宇宙 は 形成 され ま 
し た ?。 原始 宇 宙 の 形成 の 過程 は クル アデ アーン の 中 で 人 科 深 に 述べ ら 
れ て いま す 。 ア ッ ラ ー  ( 弟 ) は か れ の 使徒 ムハンマド ( 閉 ) 
に 、 不 信者 た ち に 対し こう 問い か ける よう 命令 され まし た : 


7 プリ ター ニカ 百科 事典 、( 第 15 版 )、 マ クロ ベ ペデ ィ ア 、18 巻 、1008 頁 








と も まい 


4 ( 彼 等 に ) 言っ て や る が いい 。「 あ な た が た は 、 二 日 
間 で 大 地 を 創 ら れ た か れ を どう し て 信じ な い の か 。 し 
か も か れ に 同位 者 を 立て る の か 。 か れこ そ は 万 有 の 主 
で あら れる 。」 そし て か れ は 、 そこ に 山々 を どっ し り と 
(大 地 の 上 に ) 置い て 祝福 な され 、 更 に 四 日 間 で 、 そ 
の 中 の 凡 て の 求め る も の に 応じ て 、 御 恵み を 規定 な さ 
れ た 。 そ れ か ら ま だ 煙 (ガス 状 ) で あっ た 天 に 転じ ら 
れ た 。 そ し て 天 と 地 に 向かっ て 、「 両 者 は 、 好 ゆ と 好ま 
ざる と に 関わ ら ず 、 わ れ に 来 た れ ! 」 と 仰 竹 られ た 。 
天地 は 答え 、「 わ た し た ち は 喜 ん で 服従 し ます 。」 と 申 
レ 上 げた 。 そ こ で か れ は 、 二 日 の 間 に 七 層 の 天 を 完成 
な され た 。 そ し て それ ぞ れ の 天 に 命令 を 下 し 、 最 も 低 
い 天 に 光 を 授け 、 守 護 し た 。 こ れ は ば は, 僅 カ な ら び な く 
全 知 な る 御方 の 定め で ある 。#} (41 : 9 一 12) 


また 、 ア ッ ラ ー ( 間 ) は 仰 ら れ ま し た : 


《 信仰 し な い 者 た ち は 分 ら な い の か 。 天 と 地 は 、 一 緒 に 
合わ さっ て いた が 、 わ れ は それ を 分 けた 。 そ し て 水 8 か 
ら 一 切 の 生き も の を 創っ た の で ある 。 彼 ら は それ で も 
信仰 し な い の か . * (21 : 30) 





s この 節 は ダー ウィ ン の 進化 栓 を 立証 する も の と 司 解 され る こと が あり ます が 、 
この 節 の 真 に 意味 する と ころ は 、 アッ ラー (. 聞 ) が 宇宙 を 現在 の 状態 に 構成 す 
る に あたっ て 、 全 て の 生命 体 の 主 な 要 径 と し て 水 を お 選び に な っ た と いう こと 
な の で す 。 








あて まい まま うい 


この 、 ひ と つの 物質 が 2 つや それ 以上 に 分 割 さ れる と いう 
概念 や 、 天 体 の “ 煙 ” と いう 先 に 示し た 情報 は 、 事 実に 基づく 
科学 的 な も の で す 。 ブ リタ ニカ 百科 事典 に は 他 に も 英国 人 物理 
学者 で 、 天 文学 者 で も ある ジェ ー ム ズ ・ ジ ー ン ズ 郷 の 次 の よう 
な 発言 が 記さ れ て いま す : 


“我々 は ニュ ー ト ン が 最初 に 推測 し た よう に 、 非 常に 
広 箇 囲 の お よそ 均一 で ある 密度 の 中 で は 、 無 秩序 な ガ 
ス の 集合 体 は 力学 的 に 不安 定 で ある と いう こと を 発見 
し ま し た 。 つ まり 全て の 物質 が 結果 的 に 凝 納 され 、 そ 
の 中 心 に 楼 が 形成 され る 傾向 が あり ます 。” この 仮説 を 
基盤 と し て 、 彼 は 全て の 天体 物質 は 分 裂 の 過程 を 起源 
と し て いる こと を 発案 し まし た ・・・9 


言う まで も な く 、 こ れ ま で の 宇宙 計画 に よっ て 月 や 地球 、 
更に は 他 の 癌 星 の 形成 物質 は 同質 で ある と 発見 され まし た 。「 実 
に この 創造 に 関す る その も の の 記述 は 、 ク グル アーン の 中 に お い 
て 14 世紀 近く 以前 に 既に 示さ れ て いる の で す 。」 プ カイ コー 博 士 
は 更に こう 結論 付け まし た 。「 こ れ ら の 事実 を 、 人 間 は 説明 する 
こと が 出来 ませ ん 。」19 





9 プリ ター ニカ 百 科 事 典 (第 15 版 )、 マ クロ ベ デ ィ ア 、18 巻 、1009 頁 
10 マク ロペ ディ ア 、18 巻 、1008 頁 





人 の 生殖 に 関す る 詳細 





人 間 の 生殖 機能 の 詳細 が 解読 され 理解 され た の は 、 最 も 複雑 な 
科学 的 ・ 医 学 的 な 機器 が 開発 され た ムハンマド ( 身 ) の 死後 
数 百年 も の 後 で し た が 、 そ れ に も 関わ ら ず クル アー ン の 中 に は 
人 間 の 豚 [胎児 ] の 発達 段階 に 関す る 言及 が あり ます 。 ア デッラ 
ー ( 弟 ) は 仰 ら れ ま し た : 


を 実に 、 わ れ は 混 の 精髄 か ら 人 間 を 創っ た 。 次 に われ 
は 彼 を 精液 の 一 滴 と し て 、 堅 園 な 住み か に 納め た 。 そ 
れ か ら わ れ は 、 そ の 精 滴 を 一 つの 血 の 塊 に 創り 、 次 に 
その 塊 か ら (人 体 の ) 肉 塊 を 創り 、 次 いで その 和 肉 塊 か 
ら 骨 を 創り 、 次 に (完全 な ) 肉 で その 骨 を 覆い , それ 
か ら 彼 を 他 の ( 形 の ) 生命 体 に 創り 上 げた 。 ア デア ッ ラー 
に 称え あれ 、 か れ は 最善 の 創造 者 で あら れる 。 すま} (23 : 
12 一 14) 





ーー 
すま ミナ スナ ます て いま ミア まき くい 


科学 的 に 証明 され て いる よう に 、 人 の 生殖 に お ける 段階 は : 


1. 卵子 の 受精 が 、 男 性 精子 と いう 動 因 に より 卵 管 で 起こ り ま 
電 。 


2. 受精 卵 の 挿入 が 、 女 性 生殖 器 内 の ある 一 定 の 正確 な 位置 に 
お いて 起こ り ま す 。 こ れ が 子宮 に 降り て 行き 、 子宮 内 に 留 
まり ます 。 豚 が 肉眼 で 見 える よう に な っ た 時 点 に お いて 、 
それ は 小さ な 肉 塊 の よう に 見 えま す 。 そ し て そこ で 現在 非 
常に よく 知ら れ て いる 発達 段階 に 沿っ て 、 段 階 的 に 成長 し 
て いき ます 。 そ れ ら は 骨格 、 筋 肉 、 神 経 、 循 環 系 、 内 蔵 な 
どの 組織 形成 で す 。 サ 


プ カ イ ュ ユ 博 士 は こう 衝 信 し て 締め くく っ て いま す : 


われ われ の 時 代 か ら 千年 以上 も 前 、 風 変わ りな 教義 が 
まだ 広く 表 条 し て いた 時 代 に 、 人 間 は クル アー ン の 知 
幸 を 授け られ た 。 そ の 中 に 含ま れ て いる 記述 に は 、 人 
間 が 何 世 紀 も か け て よう や く 発 見 し た 根本 的 重要 性 の 
真実 が 、 簡 潔 な 用語 を 用 いて 表 さ きれ て いた の で す 。13 
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1 マク ロ ベ ペディア 、18 巻 、1008 買 
12 プ カ イ ニー、「 聖 書 、 ク ルアー ン と 科学 」 
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Ed レミ お うい 


ムハンマド (人 鐵 ) は 、 ア ッ ラ テー () か ら 遺 わ さ れ た 一 
連 の 預言 者 、 使 徒 た ちの 封印 で す 。 彼 の 本 名 は ムハンマド ・ イ 
プン ・ ア ブ ド ッ ラー で す 。 彼 は マッ カ で 西暦 570 年 に 誕生 し ま 
し た 。 預言 者 ムハンマド ( 閉 ) は 青年 時 代 、 最も 優れ た 数 々 の 
社会 的 特性 を その 身 に 一 自 に 集め て いま し た 。 彼 は 人 々 の 模範 
的 人 物 で 、 申 し 分 の な い 洞 宗 力 と 思慮 深 さ で 知ら れ て いま し た 。 
彼 は 的 確 な 方 法 で 正 稚 に 物事 を 判断 し 、 独 創 的 な 思考 力 や 知性 
に ゃ 恵まれ て いま し た 。 彼 の 長 時 間 黙 考 する 性 藻 は 、 彼 の 上 想 
の 習慣 と 真実 の 追 宛 に 大 い に 益 し まし た 。 彼 は 明 叫 な 頭脳 と 、 
純粋 な 性 質 を 有 し 、 そ れ に より 人 生 観 、 個 全集 団 、 共 同体 な 
ど を 理解 、 吸 収 し て いっ た の で す 。 彼 は 迷信 的 な 慣習 を 避け て 
いま し た が 、 有 益 で 建設 的 な 行動 に お いて は 和 活発 で し た 。 無益 
で 有害 な 諸事 か ら は 離れ 、 孤 立 す る こと も あり まし た 。 彼 は 飲 
酒 す る こと や 、 偶 像 持 拝 の 祭り に 参加 する こと 、 そ れ ら の 祭 協 
で 層 殺 され た 肉 な ど を 回 避 し て いま し た 。 


彼 の 生き 様 は 、 彼 が 非の打ち所 の な い 性 格 を 有 し 、 か つ 彼 
が 理想 的 な 男性 像 で も る と いう 事 を 証明 し て いま し た 。 彼 は 最 
も 同 胞 た ち に 対し て 親切 に 接し 、 最 も その 話す 言葉 に お いて 
実 で 、 か つ 最 も 柔和 な 気質 を 持ち 合わ せ た 人 物 で し た 。 彼 は 非 
常に 心 優し く 、 貞 節 で あり 、 人 々 を 親切 に も て な し 、 ま た その 
蔽 度 な 容貌 で 人 々 を 常に 感銘 させ て いま し た 。 ま た 彼 は 最も 信 
頼 を お か れ て いた 者 で あり 、 約 束 は 必ず 最後 まで 守り 通し まし 
た 。 彼 の その 素晴らし い 評判 に よっ て 、 人 々 か ら 「 信 頼 の お け 
る 人 、 需 実 な 人 」 と いう あだ名 で 呼ば れ て いま し た 。 


彼 に よる これ ら の 印象 は 、 人 々 の 心 を 溢れ ん ば か り の 至福 
で 圧倒 し 、 満 た すこ と に より 認め られ まし た 。 人 々 の デッラ ヲ ラー 
の 預言 者 ( 寺 ) に 対す る 長 散 の 念 、 尊敬 や 感謝 の 気持 ち は 特 別 
で 、 他 に 類 を 見 な いも の で し た 。 こ れ ほ ど ま で に 名 人 准 が あり 、 
愛さ れ て いる 人 間 は 世界 中 探し て も 彼 以外 に は いま せん 。 





か 


彼 を よく 知る 人 々 は 、 彼 の 光 力 の と り 
こ で し た 。 彼ら は 彼 の 爪 ひ と つ さ えも 
座 か に 傷つけ られ 、 負 傷 さ きせ な い 為 に 
は 命 を 犠牲 に する 事 も 駄 いま せん で し 
た 。 彼 は 様々 な 面 に お いて 誰 も 比肩 す 
る こと の な しい 完璧 さ に 恵まれ て いた の 
で 、 教 友 た ち は 彼 を か けが え の な い 人 
と し て 愛し て いま し た 。 


アッ ラー () は 天使 ガ プ リエ ル を 
通し て クル アー ン の 節 を 彼 に 麻 示 し 、 
彼 は 40 歳 の 時 に 預言 者 と し て 任命 さ 
れ ま し た 。 預言 者 ( 敵 ) は 、 ア ッ ラ 
ー (区 ) の 唯一 性 を 伝道 し 、 多 神 教 
に 対 し 警告 する こと を 命令 され まし た 。 


マッ カ の 多神教 徒 た ち は 彼 に 反対 し 、 彼 と 彼 の 教 友 た ち を 厳し 
く 人 迫害 し まし た が 、 そ れ に より 役 の 信仰 を 揺るが すこ と ゃ 、 彼 
の 頑 な さ を 曲 げ る こと も 出来 ませ ん で し た 。 ま た 役 の 布教 が 更 
に 沢山 の 人 々 に よっ て 受け 入れ られ る こと も 、 押 し 留め る こと 
は 出来 な か っ た の で す 。 結果 的 に マデ ィ ー ナ (メデ ィ ナ ) と い 
う 町 の 大 多数 の 住民 が イス ラー ム を 受け 入れ た の を 機 に 、 マ ッ 
カ の ムスリム た ち は マ ディ ー ナ へ と 避難 し まし た 。 後 に アッ ラ 
ー の 使者 ( 閉 ) 自身 も マデ ィ ー ナ に 移住 し 、 そ こ に 史上 初 の イ 
スラ ー ム 国家 を 建設 し まし た 。 そ の 数 年 後に は マッ カ の 多神教 
徒 と その 同盟 者 た ち は 拡 大 し 続け る ムスリム の 共 力 を 前 に 屈服 
し 、 マ ッ カ は 無血 解放 され た の で す 。 預 言 者 ムハンマド ( 端 ) 
の 死後 30 年 全 り で イス ラー ム は 世界 中 へ と 拡散 し 、 当時 最大 の 
需 国 だ どっ た ペル シャ と ロー マ に 取っ て 代わ り ま し た 。 








多く の 西洋 人 学者 や 著名 人 は 、 預言 者 ( 閉 ) の 性 格 や 態度 
こ 対し 全く 欠点 や 過失 を 認め る こと が 出来 ませ ん で し た 。 彼 ら 
の 内 の 何人 か は 、 注 目 す べき 研究 を し て いま す 。 ジョー ジ ・ バ 
ー ナ ー ド ・ シ ョ ー は こう 著 し て いま す : 

も し 彼 の よう な 人 物 が 現代 世界 に お いて 統率 権 を 握っ 

た な ら ば 、 彼 は 人 々 に 希求 され て いる 平和 と 幸福 を も 

た ら す よう な や り 方 で 、 数 々 の 問題 を 解決 し た こと で 

し ょ う 。 事実 ヨー ロッ パ は 徐々 に ムハンマド の 信条 に 
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称え 、 こ う 著 し まし た 。 





野 了 され 始め て いま す 。 来 世紀 に は 更に この 信条 が 、 
様々 な 問題 解決 に 有益 で ある こ 
と が 認 め ら れる で し ょ う 。 13 


ラマ ル テ ィ ン は 預言 者 ( 暑 ) を 


成 し た 事 の 僅 大 さ 、 そ こ に お け 
る 手段 の 小さ さ 、 驚 異 的 結果 が 
人 間 の 才能 の 三 大 基準 で ある な 
ら 、 誰 が 近代 歴史 を 通し て ム ふ ハ ンマ 
ド 以 外 の 偉人 の 名 を 挙げ る こと が で きる で し ょ うか ?14 


イン ド の 宗教 家 、 政 治 指導 者 の マハ トマ ・ ガ ンジ ー も 預言 





者 ( 尋 ) に 関し て こう 著 し て いま す : 


当時 の イス ラー ム の 普及 は 剣 に より 広まっ た の で は な 
いと 、 私 は 今 、 こ れ ま で に な く 確 信 し て いま す 。 堅固 
で 明快 な 教え 、 預 言 者 の 徹頭徹尾 の 控え め な 態 度 、 贅 
約 に 関し て の 律儀 さき 、 友 人 や 教 友 た ち へ の 非常 な 獣 身 、 
彼 の 大 胆 さ 、 勇 避 さと 、 神 と 自身 の 任務 へ の 絶対 的 信 
頼 が そう させ た の で す 。 彼 は 剣 で は な く こ れ ら に よっ 
て 、 全 て の そびえ 立つ 困難 を 乗り 越え て きた の で す 。 


18 優秀 な 学者 た ち に よる 著述 集 、1985 年 
14 トル ユ コ の 歴史 、1855 年 
15 若き イン ド 、19922 年 








イス ラー ム は 、 全 て の 啓示 宗教 に お ける 最後 の 宗教 で す 。 
この 名 前 は 、 最 後 の 巡 礼 の 際 に 啓示 され た クル アー ン の 章 旬 に 
基づい て いま す : 


《 今日 われ は あな た が た の た め に 、 あ な た が た の 宗教 
を 完成 し 、 ま た あな た が た に 対す る われ の 恩恵 を 全う 5 
し 、 あ な た が た の 為 の 教え と し て 、 イ スラ ー ム を 選ん 
だ の で ある 。 す (5:3) 


イス ラー ム は 世界 宗教 の 中 で も 最終 の 教え な で あり 、 今 日 
12.5 億 人 も の 信奉 者 を 擁し て いま す 。 世 界 中 の 全て の 国々 に は 
必ず 、 少 な く と も ムスリム 少数 派 が 存在 し ます 。 こ の よう に イ 
スラ ー ム は 全 世 界 に 最も 拡がり を 見 せ て いる 宗教 と いう だ け で 
な く 、 最 も 勢い が あり 、 過 去 数 世紀 に お いて は 例 を 見 な い ほ ど 
の 早 さ で 改宗 者 を 引き 付け 、 誕 生 さ せ て いま す 。 


デア ラビ ア 語 の 単語 「 イ スラ ー ム 」 は 「 服 従 」 と いう 意味 で 、 
内 面 ・ 外 面 と も に アッ ラー (上 鞍 ) の ご 意思 に 従い か れ の 法 に 順 
ずる と いう 、 ム スリ ム の 原理 的 信条 の こと を 指し ます 。 イ スラ 
ー ム は 西洋 の 世俗 的 ヒュ ー マ ニ スト の 使う 狭義 的 意味 合い の 
“宗孝 ” で は な く 、 人 類 始 まっ て 以来 預言 者 た ち に より 全て の 
民族 に 伝え られ て きた 、 普遍 的 に し て 永 入 不変 の 宗教 な の で す 。 
この イス ラー ム と いう 宗教 は 神 の 唯一 性 に 関し て は 一 功 の 受 協 
を 許さ な いこ と と 、 そ の 信条 と 崇拝 行為 を 厳格 に 固守 する こと 
に 重き を 置い て いま す 。 そ し て この こと に より ムスリム は 、 ア 
ッ テ ラー の ご 谷 令 に 従い 、 か つ 預 言 者 、 使 徒 た ちの 封印 で ある ム 
ハン マ ド ( 遇 ) の 模範 的 人 生 の 手法 を 可能 な 限り 踏襲 する こと 
を 求め られ て いま す 。 








まま 、 


アッ ラー ( 英 ) が 宇宙 と その 中 に 存在 する 万 物 を お 創り に 
な っ た の は 、 か れ が 唯一 の 神 だ と 認 め る よう に する 為 な の で す 。 
か れ が 人 間 と ジン 1@ を 創造 され た の は た だ 単に か れ を 称え 、 財 拝 
させ る が 為 で す 。 ア ッ ラ ー ( 敵 ) は こう 仰 ち られ まし た : 


《 ジン と 人 間 を 創っ た の は 、 わ れ に 仕え させ る た め に 他 
な ら な い の だ 。】 (51 : 56) 


崇拝 の 方 法 と 形態 は 人 間 の 自由 裁量 に 委ね られ て いる わけ 
で は あり ませ ん 。 全 て の 健 拝 行為 や それ ら の 実践 方 法 を 命じ 、 
規定 する の は アッ ラー (区 ) な の で す 。 な ぜ な ら イ スラ ー ム は 
常 生活 の 精神 的 ・ 了 肉体 的 事項 の 全て を 網羅 し 、 そ の 社会 ・ 経 
済 ・ 政 治 法 を 取り 扱う イス ラー ム 法 学 は 信仰 教義 や 導き 、 紅 拝 
行為 や 慣行 に 基づい て いる か ら で す 。 


イス ラー ム は 完全 な る 人 生 の 教 を で ある た め 、 わ れ わ れ の 
人 格 が 洗練 され た 基準 に 維持 され る こと も 要求 し ます 。 ア ッ ラ 
ー ( 弟 ) の 使徒 は こう 言わ れ ま し た : 


“実に 、 私 が 遣わ され た の は 人 々 の 品行 を 洗練 させ る 
為 な の だ 。“ 
アッ テー ( 英 ) は か れ の 使徒 ( 閉 ) の 模範 的 な 品行 を こ 
う 称 えら れ ま し た 。 


シ e 表 > 和 


《 ま こと に あな た は 、 系 高 な る 徳 を 備え て いる 。* (68:4) 


アッ ラー の 使徒 ( 閉 ) の 妻 で も る アー イシ ャ ( 隊 ) 
女 の 夫 に 関す る 品行 に つい て 誠 ね られ 、 こ う 答 えま し た 。 


“ 彼 の 品行 は クル アー ン そ の も の で し た 。”" 


19 いわ ゆる 霊 的 存在 。 





まま いま まま 


ここ で アー イシ ャ ( 隊 ) の 意 
図 し た の は 、 預言 者 ( 里 ) は 
厳密 に クル アー ン に 従い 、 そ 
の 中 で 定め られ て いる 規律 、 
命令 事項 、 禁 止 事 項 、 そ し て 
その 全て の 時 越し た 、 美 し く 
優雅 な 教え を 実践 し て いた と 
ちの な の で す 。 も ちり し た 
理由 に より アッ ラー () は 
信仰 者 に 対し 、 模 範 的 な 人 生 
を 送っ た か れ の 使者 ( 端 ) に 
習う よう 命じ られ まし た : 





《 本 当 に アッ テラー の 使徒 は 立派 な 模範 で あっ た ・・・#* 
(33 : 21) 


イス ラー ム で は あら ゆる 場面 に お いて 、 良 い 態 度 で も っ て 
表現 され た 良い 人 格 を 要求 され ます 。 例 えば 挨拶 の 場面 、 着 席 
する 時 、 食 事 す る 時 、 学 習 す る 時 、 教 育 す る 時 、 運 動 す る 時 、 
旅行 する 時 、 衣 服 の 着 堆 え を する 時 、 訪 問 す る 時 、 就 寝 す る 時 
な ど 、 全 て の 折 に そう する こと が 求め られ て いる の で あり 、 特 
に 家族 と 隊 人 に は 優し く 接 する 事 が 要求 され て いま す 。 これら 
の 洗練 され た 立ち 居 振 る 舞い の 規定 は 全て 、 ク ルアー ン と アッ 
ラー の 使徒 ( 英 ) の 慣例 の 中 に 見 出す こと が で きま す 。 


家族 関係 は イス ラー ム で 高い 位置 を 占め て いま す 。 と いう 5 
の も それ こそ が 社会 の 核 で あり 、 健 康 な 家族 は 健康 な 社会 に 帰 
結 す る か ら で す 。 そ れ ゆ え ア ッ テ ー ( 敵 ) は 、 両 親 を 優し さと 
従順 さき で も て な す よ う 、 こ う 仰 られ まし た : 








まま レミ まい 


《 あな た の 主 は 命じ て お られ る 。 か れ 以 外 の 何者 を も 乏 
拝 し て は な ら ず 、 ま た 両親 に 孝行 する こと を 。 も し 両 
親 か また その どちら か が 、 あ な た と 一 緒 に いて 老齢 に 
達し て も 、 か れ ら に 対し 荒い 言葉 を 使わ ず 、 親 切な 言 
葉 で 話し な さい 。 そ し て 両親 に 対し 謙虚 に し 、 蔽 愛 の 
情 を 込め 、「 主 よ 、 幼少 の 頃 私 を 愛育 し て くれ た 二 人 の 
上 に ご 慈悲 を お 授け 下さ い 。」 と 祈る の だ 。 #*Q7:23、24) 


家族 の 次 に よい 付き 合い を し な けれ ば な ら な い の は 、 親 戚 で す 。 
親類 に 対 し 親切 に する 者 は アッ ラー ( 革 ) が その 者 に 親切 に し 、 
親類 と の 関係 を 断絶 する 者 は 、 ア デッラ ー が か れ の ご 慈悲 を その 
者 に 禁じ られ る と いう こと を 約束 され た 、 と デッラ ー の 使徒 
( 鐵 ) は 言わ れ て いま す 。 








信仰 に つい て 
ウマ ル ( 朝 ) 17 は こう 伝え て いま す ・: 


“ある 日 われ われ が アッ ラー の 使徒 ( 仙 ) と 一 緒 に 
和 っ て いる と 、 真 っ 白 な 服 を 身 に まとい 、 真 っ 黒 な 髪 
を し た 男 が や っ て きた 。 こ の 男 に は 旅 を し て きた と い 
う 様 子 は 少し も な か っ た が 、 わ れ わ れ の 内 の 誰 も 、 彼 
を 知ら な か っ た 。 彼 は 預言 者 ( 既 ) の 前 に 、 膝 と 膝 
を つき あわ せ て 座り 、 両 手 を 預言 者 ( 閉 ) の 両 有 の 
上 に 思い た 姿勢 で こう 誠 ね た 。・「 ぬ ムハンマド よ 。 イス ラ 
ー ム に つい て 説明 願い た い 。」 する と アッ ラー の 預言 者 
( 鑑 ) は 答え た 。「 イ スラ ー ム ふと は 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 
神 は な く 、 ふ ムハンマド は アッ ラー の 使徒 で ある と 証言 
し 、 礼 拝 (サラ ー ト ) を 行ない 、 淳 財 ( ザ カ ー ト ) を 
払い 、 ラ マダ ー ン 月 に 斎 戒 (サウ ム ) し 、 可 能 な 場合 
に 巡礼 (ハッ ジ ) を 果す こと で す 。」 す る と 男 は いっ た 。 

「 そ の 通り だ 。」( ウ マル ( 夫 ) は 言っ た 。「 わ れ わ れ 
は 預言 者 に この よう な 質問 を し つつ 、 そ の 答え を 是認 
する 男 に 英 き の 眼 を み は っ た 。」) 男 は また 誠 ね た 。「 そ 
れ で は イー マー ン (信仰 ) に つい て 説明 し て 欲 し い 。」 


する と 預言 者 ( 閉 ) は 答え た 。「 そ れ は アッ ラー と そ 


7 ウマ ル ・ イ プン ・ ア ル ニ テニ ハ ッ タ ー プ 。 第 2 代目 正 続 カリ ブフ 。 
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の 諸 天 使 、 か れ の 諸 啓 典 と 使徒 た ち 、 審 判 の 日 、 そ れ 
が 善い こと で あれ 悪い こと で あれ 運命 ( カ ダ ー) を 信 
ずる 事 で す 。」 男 は 「 そ の 通り 」 と 繰り 返し て か ら 、 ま 
た 誠 ね た 。「 そ れ で は イフ サー ン (信仰 の 極致 ) に つい 
て 話し て 欲し い 。」 彼 は 答え た 。「 そ れ は あたかも アッ 
ラー が 有 眼前 に お られ る か の よう に 、 彼 を 敬い 上 崇め る こ 
と で す 。 貴方 が 眼 に し て いな く と も 、 ア ッ ラ テラー は 貴方 
を 見 て お られ る の で すか ら 。」 そし て 男 が 「 最 後 の 審判 
の 日 は いつ で すか ?」 と 誤 ね る と 、 預 言 者 ( 興 ) は 
答え た 。「 そ の 間 題 に つい て は , 誤 ね られ た 者 も ね 手 
以上 に 知っ て いる 訳 で は あり ませ ん 。」 男 が 更に 「 そ の 
時 が 到来 する と き の 兆 候 に つい て 教え て くだ さい 。」 と 
誠 ね る と 、 預 言 者 ( 尋 ) は こう 答え た 。「 奴 隷 女 が 女 
主人 を 産み 、 ま た 貴方 は せ 、 は だ し で 素っ裸 の 谷 し い 羊 
飼い た ち が 、 競 っ て 豪華 な 殿堂 を 建て る 姿 を 見 る だ ろ 
う 。」 そ こ で 男 は 立ち 去っ た 。 預 言 者 ( 里 ) は その ま 
まし ば らく じっと し た 後 、 私 に こう 誤 ね られ た 。「 ウ マ 
ル よ 、 い ろ い ろ も の を 哉 ね た あの 人 が 誰 だ か 解る か 
ね 。」 私 は 答え た 。「 ア ッ ラ テー と その 使徒 が 最も 良く ご 
存 知 で す 。」 す る と 彼 は 言わ れ た 。「 あ の 方 は 天使 ガブ 
リエ ル だ よ 。 お お 前 た ち に お 前 た ちの 宗教 に つい て 教え 
る た め に いら っ し ゃ っ た の だ 。」” ( サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ 
プ ハ ー リ ー と サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム 18 よ り ) 


アッ ラー の 使徒 ( 尋 ) は 、 イ スラ ー ム は 5 本 の 柱 か ら 成 
っ て いる と 言わ れ ま し た : 


1. 信仰 証言 (シャ ハー ダ ) 


18 両者 と も に 、 預言 者 ムハンマド ( 鐵 ) の 言行 録 を まとめ た ハデ ィ ー ス 集 。 こ の 2 
つ は 数 ある ハデ ィ ー ス 集 の 中 で も 、 最 も 信頼 性 の 強い も の と 認知 され て いる 。 


に ゲー 二 を アー へ デー ヘ ー ヘ ンプ” 





まま と まま うい 


2、 礼 拓 (サラ ー ト ) 
3. 光 財 ( ザ カ ー ト ) 
4. 斎 戒 (サウ ム ) 
5. 巡礼 (ハッ ジ ) 


信仰 二 言 (シャ ハー ダ ) 


信仰 証言 は アラ ビア 語 で は シャ ハー ダ と いい 、 イ スラ ー ム 
に 改宗 する 際 に は 必ず 唱え な いと な ら な い 文 句 で す 。 そ れ は 、 
「 ジ アー ゲ アグ ジー ハ ブッ クッ ダー, みろ ハ ンマ だ ウッ ジス メー ル 
ッ グ ジー」 と いう 文 名 で 、「 ア ッ ラ テー の 他 に 真 の 神 は 無く 、 そ し て 
ムハンマド は アッ ラー の 使徒 で ある 。」 と いう 意味 で す 。 これ は 、 
アッ テー ( 薄 ) 以外 の いか な る も の を も 崇拝 する 価値 は な く 、 
そし て その 上 拝 行為 は か れ の 使徒 ムハンマド ( 閉 ) の 教え に の 
み 則 ら な けれ ば な ら な い 、 と いう こと で す 。 
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EE すい 


礼拝 (サラ ー ト ) 


アラ ビア 語 の ダー ム と いう 言葉 は 、 言 語学 的 に は 祈 題 す 
る と いう 意味 で す が 、 こ こ で は クル デア デーン か ら の 節 や その 他 の 
所 定 の 所 願 句 を 唱え つつ 行う 、 決 め ら れ た 身体 的 動作 か ら な る 
祈り の 行為 の こと を 指し ます 。 


また 礼拝 は 人 間 と 彼 の 主 、 ア ッ ラ テー ( 競 ) と の 交流 手段 で 
も あり ます 。 人 は この 中 で 、 役 の アッ ラー ( 藻 ) へ の 愛 と 従順 
さ を 表 現し ます 。 礼 拝 は 信仰 証言 の 座 に 重要 な 柱 で 、 イ スラ ー 
ム の 背骨 の 部 分 と も 言わ れ ま す 。 
礼拝 は 崇拝 行為 の 1 つ で 、 タ ク 
ビー ル 、 す な わ ち デ ッ ジ ー ジ 
デ グ クノ シシ (アッ ラー は 至 大 な 
り ! ) と いう 言葉 を 口 に 出す こ 
お や グ ネ リー ム 、 す な ね わ ね ち デ 
アデ グー グイ クム どの 
ワシ ンマ ナウ リッ デー と ど パラ 
みみ ー ム テグ (あか 到 民 デジ ー 
か ら の 平安 と ご 慈悲 と 祝福 が あ 
り ま す よ う ! ) と いう 言葉 な ど 
を 伴い な が ら 直 立 姿 勢 、 立 礼 交 勢 、 平 伏 姿勢 、 座 位 姿 勢 な ど を 
d 括 き 。 





礼拝 は 信仰 者 の 光 と 考え られ て いて 、 罪 を 犯す こと か ら の 
保護 で あり 、 過 去 に 犯し て きた 罪 へ の 償い で も あり ます 。 


2 ング 人 し 2 代 大 4 の 











礼拝 の 重要 さ 


礼 捧 は 全て の 成人 ムスリム に 課さ れ て いる 義務 で あり 、 子 
供 た ち は そ の や り 方 を 7 歳 位 か ら 学 ぶよ うに な り ま す 。 そ の 年 
王 に 達する 前 に 子供 が 礼拝 を 始め る 場合 も や あり ます が 、10 歳 に 
な れ ば 礼 振 を する よう に 促さ れ な けれ ば な り ま せん 。 


正当 で 受 当 な 理由 の な い 限 り 、 定 め ら れ た 礼拝 を 定め られ 
た 時 期 よ り 遅 ちら せ る こと は 禁じ られ て いま す 。 預言 者 ( 閉 ) は 
こう 言わ れ て いま す : 


“どの ムスリム も 定め られ た 礼拝 を 行い 、 そ の 前 に 洗 

浄 (アラ ビア 語 で ウゥ ー。 身体 の 特定 部 を 定め られ 

た 形 で 洗浄 する こと ) を し 、 立 礼 を し 、 平伏 す も の は 、 

大 罪 を 犯さ な い 限 り 、 過 去 の 罪 を 抹消 され る だ ろう 。 

これ は 、 そ の 人 の 全 生 涯 を 通し て 適用 さき れる こと な の 

義務 と し て 定め られ た 礼拝 を 拒否 する 者 は 、 イ スラ ー ム か 
ら の 背 教 行為 を 犯し て いる と 見 な され 、 ま た それ を 世 る 者 に 関 
し て は 不信 仰 を 犯し て いる と 見 な され ます 。 礼拝 は 預言 者 () 
が 彼 の 奇跡 の 旅 !* で 第 7 の 天 へ と 昇天 し た 際 、 義 務 と し て 定め ら 
4b ま し た 。 


審判 の 日 、 人 間 が 最初 に 肌 ね られ る の が 、 こ の 礼拝 を きち 
ん と 行っ て いた か どう か な の で す 。 

礼拝 は 単に 義務 行為 と いう だ け で は な く 、 毎 日 5 回 決め らち 
れ た 時 間 帯 の 中 で 行わ れん な けれ ば な り ま せん 。 以 下 が 、 毎 日 5 
回 の 礼拝 時 間 で す 。 


1 預言 者 ムハンマド ( 表 ) が ある 夜 、 マ ッ カ か ら エ ル サ レ ふま で ブラ ー ク と 
いう 生き 物 に 乗っ て 飛行 し 、 そ こ か ら 昇 天 し て 天使 ガブ プリ エル に 伴わ れ て 過去 
の 諸 預 言 者 ・ 使 徒 た ちと 面会 し 、 更 に は アッ ラー と の 間接 的 対面 を し た と いう 
出来 事 。 





も SE すい 


1.、 夜明け の 礼拝 (ダラ ジー ムー テ ニア ルー ング ァ ジェ クウ : 義務 の 2 セ 
ッ ト (アラ ビア 語 で タグ クア ) か ら 成 っ て いま す が 、 そ の 前 
に 2 ラク ア か ら 成 る 、 預言 者 ( 閉 ) が 常に 行っ て いた 礼拝 
(ズン ガブ) が 付随 し て 行わ れ ま す 。 こ の 礼拝 が 行わ れる ベ 
き 時 刻 は 、 夜 明け の 光 が 差 し 始め て か ら 日 の 出 ま で の 間 で 
ずる 


2. 昼 の 礼拝 (ダテ ー ト ムー アル ニー ズン 92 : この 礼拝 は 義務 の 4 
ラク ア か ら 成 り ま す 。 こ の 礼拝 の 前 に は 、4 ラク ア (2 ラク 
ア を 2 度 行 う ) が 、 そ し て その 後に は 2 ラク ア の スン ナ の 
礼拝 が あり ます 。 こ の 礼拝 は 、 太 陽 が 中 天 を 過ぎ た 時 に 既 
まり 、 次 の 礼 挿 で ある アデ スル (アラ ビア 語 で 恒 の 後半 と い 
う 意 ) の 開始 を も っ て 終了 し ます 。 


3. 午後 の 礼拝 (ダテ ジー ム ニ テア ルー アス ん みう) : この 礼拝 は 義務 の 
4 ラク ア か ら 成 り 、 直 立 し た 棒 の 影 の 長 さ が それ と 同じ 長 
さ に な る 時 を その 始ま り と し ます 。 こ の 礼拝 時 刻 は 日 没 前 
まで 続き ます 。 義 務 礼 拝 の 前 に 、4 ラク ア の 任意 の 礼拝 を 
行う こと も 可能 で す 。 


4. 日 没 時 の 礼 排 (ダテ ラー ム テ アク ルー マグ み ウブ ) : この 礼拝 は 義 
務 の 3 ラク ア か ら 成 り 、 そ の 後 2 ラク アデ の スン ナ の 礼拝 を 
行い ます 。 日 没 時 の 礼 振 は 、 地 平 線 か ら 日 が 沈み 、 夕 暮れ 
が 見 えな く な る 時 まで 行う こと が 出来 ます 。 


5. 夜 の 礼 振 (ダテ ラー ム テ アル テア シャ ィ ー) : 一 日 5 回 の 礼拝 の 
内 最後 の も の で ある 夜 の 礼拝 は 、 義 務 の 4 ラク ア か ら 成 り 
ます 。 そ の 前 後に 行う 2 ラク ア の 任意 の 礼拝 後 、 さ ら に 3 
回 、 も や しく は 1 回 の 礼拝 (グァム ノノ の が 続き ます 。 こ れ ら 
は 夜 の 空 が 完全 に 暗く な っ た 時 か ら 、 朝 の 光 が 差 し 出す 前 
の 時 刻ま で に 行わ ん ます が 、 夜 中 の 内 に 済ま せる 事 が 薦め 
られ て いま す 。 





TDST い 


義務 の 礼拝 を 行う の は ひと り で も 可能 で す が 、 先 導 者 ( ア 
マー スム) に よっ て 導 か れる 集団 で の 礼拝 が より よい と され て い 
ます 。 各 礼拝 時 刻 前 に な る と 、 礼 拝 へ の 呼び 掛け (デザ ゲー ンジ) 
が 行わ れ ま す 。 

礼拝 を 行う に は 、 洗 浄 (ウド ゥ ッ ー) を し 、 消 浄 な 状態 に な 
る 必要 が あり ます 。 ウ ドッ ゥ ッ ー に は 両手 を 輝 っ た り 、 鼻 と 口 を す 
すい だ り 、 洗 顔 を し た り 、 両 脳 を 洗っ た り 、 濡 れ た 両手 で 頭 部 
を 拭い た り 、 両足 を 洗っ た りす る と いう こと が 含ま れ て いま す 。 

礼拝 は 、 イ スラ ー ム に お ける 最も 重要 な 信仰 の 柱 で も あり 
ます 。 そ れ は 人 間 が 審判 の 日 に お いて 最初 に 論 め る こと の で き 
る 崇拝 行為 で や り 、 も し アッ ラー ( 弟 ) が 個人 の 礼拝 を 受け 入 
れ ら れる の な ら ば 、 そ の 他 の 善行 も 玲 め られ る こと に な り ま す ,%9 


誤 捨 ( ザ カ ー ト ) 


ザ カ ー ト と は 大 ま か に 言う と 、 貧 し い 人 な どの た め に 行う 
自分 の 財産 か ら の 寄付 で 、 イ スラ ー ム の 第 8 の 柱 で す 。 こ の 財 
政 制度 は 、 ア デッラ ー (区 ) が 全て の 所 有 者 で ある と いう 事実 の 
副 識 の 上 に 成り 立っ て いま す 。 そ れ ゆ え に か れ は 所 有 権 の 制定 、 
癌 の 獲得 手段 や 消費 方 法 を 決定 する 権利 が な ある の で す 。 ザ カー 
ト と いう 言葉 は 元 来 、 清 浄 や 増加 、 増 大 を 意味 し ます が 、 そ れ 
は また ザ カ ー ト を 支払 うこ と の 意義 で も ある の で す 。 


これ は 特定 の 財産 を 、 特 定 の 状況 に ある ムスリム に 対し 支 
払う と いう も の で 、 ク ルアー ン で も 下記 の よう に 説明 され て い 
吐き 

%《 実に 、 郊 し (ここ で は ザ カ ー ト の 意 ) と は 、 貧 者 、 困 

鍋 者 、 こ れ を 収集 する 者 、 お よび 心 が イ スラ ー ム に 傾 

いて きた 者 の た め 、 ま た 身代金 や 負債 の 救済 の た め 、 


am 最後 の 審判 の 日 、 個 々 人 は その 行っ て きた あり と あら ゆる 行為 を 清算 され 、 ア ッ 
ラー (. 畿 ) に よる 質疑 を 受け ます 。 各 人 は 自分 の 行い の み に 資 任 を 持ち ます 。 来 世 
に お ける 人 生 で は 永久 な る 至福 か 、 永 久 な る 普 痛 か の どちら か な の で す 。 





> 導 











まま 


また アッ ラー の 道 の た め 、 ま た 旅人 の た め の も の で あ 
る 。 こ れ は アデ アッ ラテ ラー の 制定 で ある 。 ア デッラ テラー は 全 知 に 
し て 全能 で あら れる 。# (9 : 60) 


ザ カ ー ト は 、 そ れ を 震 す 者 の 心から 難 般 、 中 し さ 、 食 欲 さ 
を 取り 除き 、 洗 化し ます 。 そ れ と と も に 同胞 愛 、 友 愛 、 相 互 扶 
助 精神 な ど を 育て る 社会 福祉 を ムスリム 間 で 実現 させ ます 。 ま 
た ザ カ ー ト は 、 裕 福 層 と 貧困 層 の 格差 を 慈悲 と 親善 の 精神 に よ 
り 埋 め る ば か り で な く 、 ア ッ ラ ー ( 閉 ) は それ に 対し て 寛大 に 
報酬 を 与え て くだ さい ます 。 預言 者 ( 北 ) は こう 言わ れ ま し た : 

" ザ カ ー ト の 支払 い を する 者 は 、 彼 の 財産 の 暑 を 払い 
除け る の だ 。" 

ザ カ ー ト は 年 齢 、 性 別 、 健 康 状態 に 関わ や ら ず 、 全 て の ム ス 
リム が 所 有する 財産 か ら 課 され ます 。 ザ カ ー ト が 課さ れる の は 、 
以下 の も の で す : 





1. 金 、 銀 、 通 貨 2. 家畜 3. 農産 物 4. 商用 品 や 資本 
5. 財宝 鉱物 資源 

も し ある 人 が 、 そ の 人 に 課さ れ て いる ザ カ ー ト を 支払 わ ず 
に 死ぬ と 、 そ の 人 の 遺産 か ら は 相続 人 へ の 分 配 前 に 、 ザ カー ト 
が 拠出 され な けれ ば な り ま せん 。 

ザ カ ー ト の 支払 いや 他 の イス ラー ム 信 仰 の 柱 の 人 否定 は 、 背 
雪 行 為 と 見 な され ます 。 至 大 な る アッ ラー は ザ カ ー ト の 支払 い 
を 保留 する 者 へ の 厳し い 徳 凡 を 約束 され て いま す 。 


し < 半 か 


も SE 7rE. す い 


斎 戒 (サウ ム ) 


聖 月 ラマ ダーン に 行う 斎 戒 で も る ダウ は 、 イ スラ ー ム 信仰 第 
4 の 柱 で あり 、 こ れ は アッ ラー ( 敵 ) が ヒジ ュ ラ 暦 2 第 2 年 目 
に 制定 され て いま す 。 ラ マダ ー ン の 斎 戒 遵守 は 全て の 心身 健全 
で ある 成人 ムスリム に 課さ れ て いま す 。 テ ラマ ダー ン の 斎 戒 で は 、 
飲食 や 性 交 な ど を 日 の 出前 か ら 日 没 ま で 1 ヶ月 間 通 し て 絶ち ま 
す 。 斎 戒 は 忍耐 力 、 許 容 力 、 自 制 心 や 、 ア ッ ラ ー ( 敵 ) へ の 長 
怖 心 の 形成 を 養い ます 。 ま た その 他 に も 恵まれ な い 人 々 へ の 同 
情 心 を 養い 、 善 に よる 報酬 を 増大 させ ます 。 


ラマ ダー ン 月 の 間 は 、 天 国 の 扉 が 開き 、 
地獄 の 扉 は 閉め られ ます 。 ま た ラマ ダ 
ー ン 中 に は 特別 な 一 夜 が あり 、 こ の 夜 
を 発見 すれ ば 千 ヶ 月 分 に 相当 する 報酬 
を 得る こと が 出来 ます 。 


斎 救 は ラマ ダー ン 月 の 新 月 が 認め られ 
た ら 開 始 さ れ 、 翌 月 の シャ ウ ワ ー ル 月 
の 新 月 が 認め られ れ ば 終了 と な り ま す 。 
ラマ ダー ン 終 了 の 翌日 に は 、 プ アー が ニテ 
プン シー ググ ィ ム み 人 交 行 われ ます が 、 こ れ 
は 直訳 する と “ 斎 式 明 け の 祭 ”" と な り 
ます 。 





ゃ し 誰か が ラマ ダー ン 中 に 斎 葉 を 一 日 も し く は それ 以上 の 日 数 を 
正当 な 理由 も 無し に 実行 で き な か っ た 場合 、 ラ マダ ー ン 後に 同 
じ 日 数 分 の 斎 式 を や り 直 すこ と が 求め られ ます 。 


214 ビジ ュ ジ 雇 第 9 番目 の 月 。 ヒ ジュ ラ 雇 に 関し て は 脚注 22 参照 。 
22 預言 者 (人 凌 ) が マデ ィ ー ナ へ と 移住 し た 年 (西暦 622 年 ) を 元 年 と し た 太陰 








これ ら は 斎 戒 を 無効 に する 行為 で す 。 


* 斎 戒 時 間 中 、 故 意 に 食べ た り 、 飲 ん だ り 、 性 交 を 行っ た り 
まる こと 


*※ 月 経 、 も し く は 産後 の 出血 
氷 故意 に 嘱 吐 する こと 
* 貢 邊 な ど に よっ て 血 を 抜く こと 


以上 の 内 、 い ずれ か に 当て は まる 行為 を 意図 し て で は な く 、 
忘れ て 行っ て し まっ た 場合 、 斎 戒 は 無効 と は な り ま せん 。 


衝 礼 (ハッジ) 


ハッ ジ と 呼ば れる 巡礼 は 、 イ スラ ー ム 信仰 第 5 の 柱 で す 。 
これ は 太陰 暦 の ズル ・ ヒ ッ ジ ャ 月 28 に 行わ れ 、 マ ッ カ や そこ に 職 
接する 聖地 で の 一 連 の 諸 行 事 か ら 成 っ て いま す 。 





ハッ ジ は 一 生 に 一 度 行わ ん る べき で あり 、 全 て の 了 肉体 的 、 
経済 的 に 余裕 の ある 健全 な 成人 ムスリム に 課さ れ た 義務 で す 。 
アッ ラー の 使徒 ( 暑 ) は こう 言わ れ て いま す : 


28 ビジ ュ ラ 暦 12 月 。 





AN 
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“性 行為 史 悪 行 な ど ば に よっ て 規律 を 破る 事 な く ハッ 
ジ を 完 胡 し た 者 は 、 母 親 が 彼 を 生ん で くれ た 日 の よう 
人 
で あろ う 


他 の 崇拝 行為 と 同じ よう に 、 ハ ッ ジ は 事前 に それ を 行う 意 
図 を 伴っ て 遂行 され な けれ ば な り ま せん 。 また 、 ア クン テー スム 24 と 
呼ば れる 特別 な 清 い 衣 の 着用 も 必要 と な り ま す 。 実際 の と ころ 
男性 は この 時 まとう 衣 (女性 に は イフ ラー ム に お いて 特定 の 衣 
服 は あり ませ ん ) に よっ て 、 ハッ ジ や ウム ララ 5 を 行う 意図 を 体現 
化す る と ころ が ある の で す 。 


34。 アプ ジー ス は 、 ハ ッ ジ 、 も し く は ウム ラテ ( 小 交 礼 ) を 行う と いう 意志 を 持っ 
た 上 で 入る 神聖 な 状態 の こと を いい ます 。 男性 は 縫い目 の 無い 布 を へ そ 上 、 ひ 
ざ 下 まで の 展 部 を 覆い 、 も う 一 校 の 布 で 顕 部 以外 の 上 半身 全体 を 包み ます 。 待 
い 目 の ある 衣 、 靴 下 、 ま た は 寺 を 着用 する こと は 認め られ ませ ん 。 履物 と し て 
は 、 ス リッ パ か それ に 近い も の で あれ ば 着用 する こと が 許さ れ て いま す 。 他 の 
禁止 事項 と し て は 、 あ ら ゆ る 性 的 行為 や 、 聖 地 で の 狩猟 な ど が 含ま れ ま す 。 通 
常 の 状況 で は 一 度 イ フラ ー ム の 状態 に 入れ ば 、 ハ ッ ジ や ウ ふ ラ の 錠 礼 行事 を 全 
て 終え る まで は それ を 解く こと が で きま せん 。 し か し 自身 の 健康 状態 の 上 悪 化 や 、 
敵 の 襲来 、 大 き な 危 険 玩 生 へ の 恐れ が ある 場合 の み 、 ハ ッ ジ また は ウム ラ を 中 
断 し て イフ ラー ム を 解き 、 そ の 代償 と し て 羊 、 ヤ ギ 、 牛 また は 内 能 の 息 牲 を 捧 
げ る こと が 出来 ます 。 

5 ウム ラ は 小 巡 礼 と も 呼ば れ 、 年 間 通 し て いつ で も その た め に マッ カ を 訪れ る 
こと が 出来 ます 。 こ れ に 含ま れる 全て の 行事 は マッ カ の 聖 モ スク 領域 内 で 行わ 
れ ま す 。 ま た ウム ジラ は 多く の 場合 ハッ ジ の 巡礼 の 中 に も 組み 込ま れ ま す 。 これ 
は カアバ 神殿 を 7 周 ( ダ ジー プ }) し 、 イ プラ ー ヒ ー ム の 立ち 所 後方 で g ラク ア 
の 礼 押 を し 、 そ の 後 ザ ム ふ ザ が ム の 水 を 飲み 、 そ れ か ら サ ファ ー と マル ワ の 丘 の 間 
を 7 往復 (が アデ アプ) し 、 最 後に 剃髪 か 髪の毛 を 全体 的 に 短く し て (女性 の 場合 
は 轄 の 毛 を 頭 部 全体 か ら ま と め 、 そ の 先端 を 少し 切る だ け ) 終了 し ます 。 


が 信 4 甘 の M 六 の い 信 6 革 の 半 の < 沈 か 





いっ た ん イフ ラー ム ふ の 状 態 に 入れ ば 、 男 
性 は 大 き な 布 で 上 半身 を 覆い 、 も う 片 方 で へ 
その 上 か ら 下 半身 を 覆い ます 。 以下 に 述べ る 
事項 は 、 ハッ ジ や ウム ラ を 終了 し て イフ ラー 
ふ の 状 態 を 解除 する まで は 行う こと が 禁じ 
られ て いま す : 


1. 髪の毛 を 含む 体毛 を 抜い た り 切 っ た り 
する こと 、 





2. 手 和 や 足 の 爪 を 功 る 事 、 

8、 帽子 や 他 の 物 を 頭 に か ぶる こと 26、 
4. 和 水 を つけ る こと 、 

5. 生 約 ・ 婚 敵 、 

6. 性 交 。 


選 礼 は 、 まず カアバ 神殿 の 周囲 を 7 周 す る こと (ジー ジ ) 
か ら 始 まり 、 サ ファ ー と マル ワ と 呼ば れる 2 つの 丘 の 間 を 周回 
する こと ( ダ デ ア ) が その 後に 続き ます 。 ズ ル ・ ヒ ッ ジ ャ 月 の 8 
日 目 に 巡礼 者 は ミナ ー37 へ 移動 し 、 次 に アラ ファ 28、 そ し て ふ ズ 





236 この 事項 は 男性 の み に 適用 され ます 。 

27 マッ カ 東 方 に ある 巡礼 者 の 宿営 地 。 ハ ッ ジ を 行う 者 は 、 そ の 行程 に お いて こ 
こ に 何 日 か 宿営 する こと に な る 。 

28 マッ カ 東 方 に 位 連 す る 。 ハッ ジ を 行う 者 は ズル ・ ヒ ッ ジ ャ 月 の 9 日 に ここ に 
集い 、 日 没 ま で 祈願 に 専念 する 。 ハッ ジ の メイ ン イ ベン ト と も 言え る 場所 で 、 
それ は 預言 者 ( 偽 ) の り 「 ハ ッ ジ は アラ ファ で ある 。」 と いう 言葉 か ら も 伺え る 。 








ダリ ファ 29 へ と 向かい 、 その後 また ミナ ー に 戻り 、 投石 や 剃髪 30、 
そし て 半 、 ヤ ギ 、 牛 また は ラク ダ な どの 家畜 の 犠牲 な ど 決 め ら 
れ た 儀礼 を 行っ た 後 、 更 に タワ ー フ を し て 基本 的 な 行程 を 終了 
し 朱 ま 。 


ンコ 2 
2 証 ンー ルン で ンプ 


ょ 


人 村 
ルン ンジ 





9 や は り マ ッ カ 東方 に 位置 する 台地 。 ア デラ ファ で 日 当 を 迎え た 巡礼 者 た ち は 、 
そこ か ら こ こ へ と 移動 する 。 そ し て 夜 を ここ で 宿営 し た 後 、 ズ ル ・ ヒ ッ ジ ャ 月 
10 日 の 夜明け 前 の 礼拝 を し 、 日 の 出前 に た ここ を 去っ て ミナ ー へ と 戻る 。 

% 男性 は 剃髪 か 、 頭 部 全体 か ら 髪 の 毛 を 均等 に 短く する 。 女 性 は 髪の毛 を 頭 部 
全体 か ら ま と め 、 そ の 先端 を 少し 切る 。 








信仰 筒 条 は 、 あ わせ て 6 つ あ り ま す 。 
・ アッ ラー ( 弟 ) を 信じ る こと 、 
. か れ の 諸 天 使 を 信じ る こと 、 
.・ か れ の 諸 啓 典 を 信じ る こと 、 
・ か れ の 諸 預 言 者 を 信じ る こと 、 
. 終末 の 日 を 信じ る こと 、 
運命 を 信じ る こと 「[ 定 命 ( カ ダ ー) と 神意 ( カ ダ ル )] 


⑳ の ① 心 Q DD ビ 


アッ ラー ( 聞 ) を 信じ る こと 

この 信仰 筒 条 の 意味 は 、 ア ッ ラ ー ( 弟 ) を 唯一 の 神 と し 、 
団 拝 の 対象 と し 、 ま た か れこ そ が 創造 者 で あり 、 維 持 者 で あり 、 
か れ に より 生 が 与え られ 、 死 が 引き 起こ され 、 か れ の 属性 や 御 
名 が 唯一 無比 で ある と 信じ る こと で す 。 


か れ の 諸 天 使 を 信じ る こと 


アッ ラー () は 天使 た ち を 光 よ りお 創り に な り ま し た 。 
か れ ら は アッ ラー ( 交 ) に 仕え る 名 誉 あ る 僕たち で 、 か れ に 服 
従 し 、 か れ の 命令 を 遂行 し ます 。 ア ッ ラ ー ( 弟 ) は か れ ら を こ 
う 説明 され て いま す : 


《 か れ ら は アッ ラー の 命じ られ た こと を 絶対 に 背 か ず 、 
言い 付け られ た こと を 実行 する 。# (66 : 6) 








アッ ラー ( 藻 ) は か れ を 崇拝 させ る 為 に か れ ら を 創造 し 、 


か れ ら の 数 は アッ ラー ( 敵 ) の み が ご 存 知 で す 。 か れ ら の 内 知 
られ て いる も の は : 


※※ 


区 党 芝 党 


聖なる 啓示 を アッ ラー ( 弟 ) の 預言 者 、 使 徒 た ち に 届け た 
学 プ リエ .、 


雨 を 司る ミカ エル 、 

人 間 の 魂 を 集め る 役割 を 与え られ た 死 の 天使 、 

アッ ラー () の 玉座 を 支え る 天使 た ち 、 

天国 と 地獄 の 番 人 た ち 、 な ど が いま す 。 

か れ ら の 他 、 人 間 を 護る 役割 の 天使 た も ち 、 人 間 の 行動 や 発 


言 を 全て 記 鍼 する 天使 た ちや 、 そ の 他 諸 々 の 役割 を 与え られ て 
いる 天使 た ち が 存 在 し て いま す 。 





TYP 


か れ の 諸 啓 典 を 信じ る こと 


か れ の 諸 啓 典 を 信じ る 事 と は 、 至 高 な る アッ テー が 複数 の 
席 典 を 預言 者 た ち に 啓示 し 、 彼 ら の 民 に 伝え た こと を 信じ る こ 
と で す 。 そ れ ら の 啓典 は アッ ラー () の 御 言葉 に より 形成 さ 
れ て いま す 。 そ れ ら は 麻 示 され た 時 点 で は 疑い も な く 純 潔 だ っ 
た の で す が 、 そ の 後 新 た に 啓典 が 啓示 され る と 先行 の も の は 廃 
止 さ れ ま し た 。 以下 に 示す も の は 存在 の 知ら れ て いる 啓典 で す : 


1. トー ラー : モー ゼ ( 引 弓 に 啓示 され た アッ ラー ( 弟 ) の 書 
2. 詩 褒 ダビデ ( 仙 旨 に 啓示 され た 書 
3. 福音 : イエ ス ( 敵 晶 へ の 啓示 


現在 、 キ リス ト 装 徒 と ユダ ヤ 半 徒 の 手 に よっ て 保存 され て 
いる 菩 典 と し て の トー ラー や 旧約 ・ 新 約 聖書 に は 手 が 加 えら れ 、 
改変 ・ 歪 曲 さ れ て いる の で 正統 性 は あり ませ ん 。 そ の 上 、 そ れ 
ら は アッ ラー の 最後 の 啓典 クル アー ン に よっ て 廃止 され て いる 
の で す 。 


クル アー ン と は 、 ア ッ ラ テー () の 直接 の 御 言葉 で あり 、 
アッ テー ( 聞 ) に よっ て 、 か れ の 最終 の 預言 者 ・ 使 徒 で も る ム 
ハン マ ド ( 敵 ) に 啓示 され た 、 人 類 へ の 最終 啓示 で す 。 ア ッ ラ 
ー ( 弟 ) が この 啓示 を 下さ れ た の は か れ の お 導き と ご 慈悲 に よ 
る も の で 、 全 て の 事象 を 明白 に する た めで す 。 ア ッ ラ ー () 
は クル アー ン を その まま 維持 し 、 歪 曲 、 改 置 、 い か な る 追加 や 
害悪 か ら も 護 ら れる と お 約束 され まし た 。 か れ は 仰 ち ら れ ま し た : 

《 実に ち わ れ こそ は 、 こ の クル アー ン を 下 し 、 必 ず こ れ 

を 守護 する の で ある 。 ま * (15 : 9) 

クル アー ン は 28 年 間 に 渡り 、 預言 者 ムハンマド ( 映 ) へ 必 
要 な 状況 に 応じ て 断続 的 に 啓示 され ま し た 。 その 内 の 18 年 間 は 
マッ カ で 、10 年 間 は マデ ィ ー ナ で し た 。 ク ルアー ン は 114 の 様々 
な 長 さ の 章 (スー ラ ) 00ShSW3 お 








EE て 


か れ の 請 預 言 者 を 信じ る こと 


アッ ラー (上 英 ) は 全て の 民 に 、 た だ か れ の み を 崇拝 させ る 
べく 預言 者 ・ 使 徒 た ち を 遺 わ され た と ムスリム は 証言 し ます 。 
この 信仰 は アッ テー ( 弟 ) 以外 に 持 拓 され て いる 神 や か れ の 代 
わり に 祭 拝 され て いる も の を 破棄 する こと と 、 ま た 全て の 使徒 
は 誠実 で あり 彼 に 課さ れ た 義務 を 最高 の 形 で 果たし た と 信じ る 
こと を 伴い ます 。 ア ッ ラ ー ( 弟 ) は 数 々 の 使徒 を 遣わ され ま し 
た が 、 そ の 正確 な 数 は アッラー ( 敵 ) の み が ご 存 知 で す 。 全て 
の ムスリム は これ まで の 全 預 言 者 、 使 徒 を 信じ る こと を 義務 付 
けら れ 、 そ の 内 の ひと り で も ゃ 否 定 する 者 は 彼ら 全員 を 否定 する 
事 に な り ま す 。 ア ッ ラ ー ( 弟 ) の 遣わ され た 最初 の 使徒 は ノア 
( 漁 馬 で あり 、 最後 は ムハンマド ( 端 ) で し た 。 アッ ラー ( 弟 ) 

は こう 言わ れ て いま す : 


を そし て われ は 、 各 々 の 民 に 一 人 の 使徒 を 間 わ し て 「 ア 
ッ プ ー に 仕え ん , ター グー ムダ を 避け よ 」 と 命じ た 。# 
(16 : 36) 


全て の 預言 者 と 使徒 は 人 間 で し た 。 ア ッ ラ ー ( 弟 ) は 彼ら 
を 預言 者 や 使徒 と 任命 する こと で 他 の 者 た ちと 区 別 し 、 彼 ら を 
その 人 杏 跡 で 援助 され ま し た 。 彼 ら は 神 的 性 質 を 有する こと は な 
く 、 未 知 の 世界 に 関し て の 権限 も あり ませ ん で し た 。 し か し ア 
ッ ラ ー ( 疲 ) は ムハンマド ( 暑 ) を 全 人 類 に 遣わ し 、 こ う 仰 ら 
交 お し だ : 


言う が いい (ムハンマド ( 凌 ) よ ) :「 人 々 よ 、 私 は アッ 
ラー の 使徒 と 上 し て 、 あ な た が た 全て に 遣わ され た 者 で 
ある 。」・・・ ま (7 : 158) 


3 ター グー ム と は アデ アッ ラー ( 誠 ) 以 條 に 、 も し く は その 代わ り に 入 拝 され て 
いる 何 か を 表す も の で す 。 





も SS. 


全て の 使徒 の うち 、 ア デッラ ヲ ー ( 薄 ) の 命令 を 遂行 する た め 
に 最も 努力 し 、 確 固 た る 決意 を 持っ て いた 5 人 が いま す 。 そ れ 
は ノア 、 ア プラ ハム 、 モ ー ゼ 、 イ エス 、 そ し て 最後 の 使徒 で あ 
り 人 類 の 歴史 上 最良 で あり 、 ま た そう あり 続け る 人 間 で ある ふ ム 
ハン マ ド ( 敵 ) で す 。 


定 命 を 信じ る こと 


ムスリム は 、 ア デア ッ ラー ( 藻 ) も し く は か れ の 使徒 ( 端 ) に 
より 伝達 され た 、 全 て の 死 と 来世 的 事象 に つい て の 真実 性 を 証 
言 し ます 。 ア ッ ラ ー ( 敵 ) は か れ の 創造 物 を 無駄 に 創 ら れ た 訳 
で は あり ませ ん 。 か れ は 人 間 と ジン を 、 か れ を 凡 拝 する た め に 
造ら れ 、 そ れ ら の 創造 物 の 内 か れ と 使徒 た ち に 従っ た 者 に は そ 
の 報酬 と し て 楽園 を 約束 され 、 か れ も し く は か れ の 使徒 に 背く 
者 に は 前 と し て 地獄 を 用 意 さ れ ま し た 。 か れ は 全 宇 宙 に 一 定 の 
期限 を 設け られ 、 そ の 最後 を 終末 の 日 と し まし た 。 終末 の 日 に 
は 、 全 て の 人 間 が 現世 で の 行い に つい て 間 わ れ ま す 。 そ れ ら は 
笠 に か けら れ 、 善 行 の 積み 重ね が 遇 行 より 重 け れ ば 成功 者 と な 
り ま す が 、 事 行 が 知行 より も 重い 場合 に は 、 地 獄 の 刑 凡 を 宣告 
され ます 。 イ スラ ー ム は 、 善 行 を 褒め られ る 為 の 前 提 条 件 と な 
る の で す 。 


終末 の 日 の 前 に は 、 小 さ な 前 兆 と 大 き な 前 兆 が 見 られ る よ 
うに な り ま す 。 ほ と ん ど 全 て の 小さ な 前 兆 は これ まで 既に 現れ 
て いま す 。 そ れ ら に 含ま れる の は 、 預 言 者 ( 暑 ) の 派遣 、 速 い 
時 間 の 流れ 、 高 い 建 造物 を 建て る 羊 飼い た ちの 競争 、 ま た 酒類 
の 消費 の 流布 、 姦 通 、 そ の 他 の 悪 習 の 横行 な ど で す 。 


大 き な 前 兆 と し て は 、 自 分 を 神 と 名 乗る 億 キリ スト の 到来 
が 挙げ られ ます 。 彼 に は 地 来 を 自由 に 横断 で きる 能力 が あり ま 
す が 、 マ ッ カ と マデ ィ ー ナ の 2 大 聖 都 だ け に は 進入 する こと が 






EASY まい 


出来 な いと され て いま す 。2 つめ の 大 き な 前 兆 と し て 、 イ エス 
(江馬 の 天 か ら の 降臨 が あり ます 。 彼 は 備 キ リス ト を 殺し 、 他 
に 懇 を 殺す な どの 行為 を 行い 、 そ し て 一 定 の 期間 を 地上 で 生活 
し 、 ム スリ ム た ち は 彼 の 葬 儀礼 拝 を 執り 行っ て その 遺体 を 埋葬 
し ます 。3 つめ の 大 き な 前 兆 は 、 ゴ グ 、 マ ゴ グ と いう 人 類 の 2 
大 国家 出現 に より 地球 上 で の 大 破壊 が 起こ り 、 最 終 的 に アッ ラ 
ー( 敵 ) は 彼ら に 滅亡 と を も た らし ます 。 


最後 に 起こ る 大 前 兆 は 、 全 創造 物 の 終結 の 始ま り と し て 、 
太陽 が 西 か ら 昇 り ま す 。 そ し て ラッ パ の 音 が 鳴り 磐 き を 、 こ の 世 
は 終わ り ま す 。 次 の ラッ パ が 鳴る と 、 審 判 を 受け る た め に 全て 
の 創造 物 は 死 か ら 臣 り 、 集 め ら れ ま す 。 こ の 日 は 5 万 年 続く と 
いわ れ 、 人 間 は 裸 で 割礼 の され て いな い 、 生 まれ た まま の 状態 
で 立ち 続け ます 。 そ の 結果 彼ら は 大 い に 昼 翌 し 、 各 々 は 犯し て 
きた 早 行 の 量 に 応じ た 自ら の 発汗 の 中 に 沈ん で 行き ます 。 あ る 
者 は くる ぶし まで 、 あ る 者 は 腔 まで 、 ま た ある 者 は 腰 や 胸 、 そ 
し て ある 者 は 口 の 高 さ まで その 中 に 浸かり ます 。 人 々 は その 日 
使徒 た ち に 執り 成 し を 頼み ます が 、 こ れ ま で の いか な る 使徒 も 
彼ら を そこ か ら り 事 は で きま せん 。 そ れ で 偉大 な 使徒 た ちか 
ら の 執り 成 し を 断ら れ 、 最 終 的 に ムハンマド ( 端 ) の 元 に 行き 
着き 、 彼 に 彼ら の 執り 成 し を 嘆願 し ます 。 役 は 全 言 者 と 使徒 
の 代表 と し て アッ ラー (区 ) へ 執り 成 し を 申し 入れ 、 そ し て 清 
算 は 始ま り ま す が 。 そ し て アッ ラー ( 疫 ) は 彼 の 執り 成 し を 受 
け 入 れる の で す 32。 


響 判 後に は 各 人 は 自分 の 記録 を 受け 取り ます 。 そ れ を 右手 
に 受け 取る 者 は 成功 者 と し て 楽園 へ 入る こと を 認め られ ます が 、 
左手 も し く は 背後 か ら そ の 記録 を 受け 取る 者 に は 破滅 が も た ら 


39 預言 者 た ムハンマド ( 傾 ) に は 鶴 判 の 日 、 様 々 な 種類 の 執り 成 し を 行い ます 。 
天国 の 民 が 本 来 彼ら の 行い に 値する 以上 の 位階 まで 上 げ ら れる よう 款 り 成 し た 
り 、 あ る い は 地獄 に 入っ た ふ ムスリム を 救出 し た り し ます 。 





も SE ます 


され ます 。 地 獄 の 上 に は 終 よ り 細 く 、 刃 より 鋭い 橋 が 掛け られ 
て いま す 。 皆 この 橋 を 渡ら な けれ ば な り ま せん が 、 渡 る 事 に 成 
功 す る 一 部 の 者 た ち を 除き 、 残 り は 地獄 の 中 へ と 堕ち て 行き ま 
ブッ 


天国 の 特徴 : 


天国 は 信仰 する 者 た ちの 住ま いと し て アッ テー ( 藻 ) が 用 
意 さ れ た も の で 、 ア ラビ ア 語 で は ジン ナ と いい ます 。 そ の 中 
に は これ まで 誰 も 見 た こと が な く 、 聞 いた 事 も な く 、 人 間 の 想 
像 力 で は 想像 も 及ば な いよ うな 永久 か つ 至 福 の 豆 び が 存在 し ま 
す 。 そ こ に は 純 料 な 乙女 達 が 連れ 添い 、 乳 、 蜜 、 酒 な ど で 出 来 
た 川 が 流れ 、 美 味 な る 全て の 果実 や 肉 に 恵まれ ます 。 そ の 住人 
は 疲れ や 退屈 さ 、 死 を 味わう こと が あり ませ ん 。 


地 線 の 特徴 : 


地獄 と は 、 ア ッ ラ ー ( 郵 ) が か れ と か れ の 使徒 た ち を 拒ん 
だ 不信 仰 者 の 住ま いと し て 用 意 さ きれ た も の で す 。 そ こ に ある 食 
物 は 耐え られ な い ほ ど 苦 く 、 飲 ゼ 物 と いえ ば 地獄 の 住人 の 皮膚 
か らし み 出 る 臓 汁 で す 。 そ こ は 計 り 知 れ な い 深 さ で 、 不 信者 や 
偽善 者 は そこ に 永 遼 に 留まる こと に な り ま す 。 


運 谷 を 信じ る こと 「[ 定 命 ( カ ダ ー) と 神意 ( カ ダ ル )」 


定 命 ( カ ダ ー) と は 、 一 般 的 な アッ ラー (区 ) の ご 意思 の 
こと で あり 、 例 と し て 全て の 人 間 は いずれ は 必ず 死ぬ と いう 事 
柄 な ど に 代表 され ます 。 一 方 の 神意 ( カ ダ ル ) は 特定 され た ア 
ッ ラ ー ( 藻 ) の ご 意思 も し く は ご 意向 で 、 例 えば 特定 の 人 物 が 
特定 の 日 時 と 場所 に お いて 死ぬ と いっ た こと な どの こと で す 。 
それ ゆえ この 信仰 筒 条 を 信じ る こと は 、 ア デア ッ ラー ( 弟 ) が 全て 
を 創造 し た 際 、 事 前 に 全て の 運命 を 各々 に 適し た 尺度 で 定め ら 
れ た と 確信 する こと を 伴い ます 。 


NL Sh hi 









ea の oN 


カ ダ ル の 様々 な 側面 


1. アッ ラー (和英) は 全て の 出来 事 の 全容 を 熟知 され 、 か れ の 
知識 は 全て に 及 ん で いる こと 。 


2. アッ ラー ( 鞍 ) は 全て の 出来 事 が 記さ れ た 書 を お 持ち に な 
の で SN の と た 

3. アッ ラー ( 敵 ) の ご 意思 な し に は 天地 どこ に も 物事 が 発生 
する こと は な く 、 ま た 何事 も アッ ラー ( 英 ) が お 望み に な 
れ ば 発生 し 、 お 望み で な けれ ば 発生 し な いと いう こと 。 

4. アッ ラー ( 聞 ) は 全て の 創造 主 ざ あり 、 か れ 以 外 の 創造 者 
は 存在 し な いこ と 。 








イス ラー ム ふ 法 は 、 個 人 の 私 的 及び 公 的 な 生活 に 渡っ て その 
立ち 居 振 る 舞い 、 礼 儀 作法 、 思 想 と 意図 や 正 し 、 身 体 や 衣服 、 
食料 、 環 境 の 清浄 ・ 清 潔 さ を 保障 し ます 。 


イス ラー ム ふ の 衛 生 作法 に は 他 の 宗教 に 比べ 、 一 種 独特 な 側 
面 が あり ます 。 イ スラ ー ム で は 衛生 が 個人 の 意向 に 任せ られ て 
いる の で は な く 、 款 教 的 必須 事項 と し て 涼 浴 (ウド ゥ ッ ー) と い 
行為 が 礼拝 前 に 課せ むせ られ て いる か ら で す 。 ム スリ ム は 身体 と 
衣服 を 清潔 に し 、 純 料 な 心 と 気持 ち で 毎日 最低 5 回 の 義務 礼拝 
を 捧げ ます 。 ま た 礼拝 は 清純 な 意図 を 持ち 、 清 浄 な 場所 で 行わ 
れ な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら の 行為 を 繰り 返す 事 に よっ て 得 
られ る 有益 な 影響 や 結果 の 恩恵 は 容易 に 解す る こと が で きる で 
し ょ う 。 そ の 他 性 交 後 や 月 経 が 明け た 後に は 、 シ ャ ワー や 入浴 
も 義務 付け られ て いま す 。 


衛生 的 行為 と し て は 中 歯 や 歯 周 病 、 口臭 予 防 の た め 歯 を 清 
深 に 保つ こと 、 手 や 足 の 爪 を 短く そろ える こと 、 口 ひげ を きち 
ん と 整え る こと や 、 脇 毛 や 陰毛 を 刈る こと も 求め られ て いま す 。 
これ ら の 要求 箇所 は イス ラー ム ふと いう も の が 精神 面 だ け で な く 、 
肉体 的 健康 に お ける 要求 も 満た すこ と を 証明 し て いま す 。 








イス ラー ム は 女性 に 、 未 来 の 世代 を 育成 する 役割 と いう 楽 
蒼 を 与え を まし た 。 イ スラ ー ム 以前 の 女性 は 家財 道具 の よう に 扱 
われ 、 長 男 が 父 の 妻たち を 相続 する と いっ た 現象 が 見 られ る ま 
で に 彼女 た ちの 権利 は 忠 咽 され て いま し た 。 ま た イス ラー ム ふ 以 
前 の 時 代 に は 女児 が 生ま れ た ら 生 き 埋 め に され る 、 と いっ た よ 
うな 悪 習 も 夢 延 し て いま し た 。 他 地域 の 文化 で も 、 女 性 は 人 間 
以下 の 存在 と いっ た 思想 は 存在 し て いま し た 。 


イス ラー ム で は 女性 に 和 名誉 を 与え る だ け で な く 、 妨 績 と 報 
酬 に 関し て 男性 と 同等 で あわ る と みな し ます 。 デ アッラー ( 英 ) は 
人 間 の 性 別 で は な く 、 そ の 人 個人 の 篤 信 さ を 真 の 人 間 的 価値 に 
お ける 優劣 の 基準 と し まし た 。 か れ は こう 仰 ら れ ま し た : 


《 人 類 よ 、 わ れ は 1 人 の 男 と 1 人 の 女 か ら あ な た 方 を 
創り 、 種 族 と 部 族 に 分 けた 。 こ れ は あな た 方 を 、 互 い 
に 知り 合う よう に させ る た めで ある 。 実 に アッ ラー の 
御 許 で 最も 吐い 者 は 、 あ な た 方 の 内 で 最も 主 を 長 れ る 
者 で ある 。# (49 : 18) 


アッ ラー ( 敵 ) は 女性 に 財産 を 所 有 し 、 そ れ を 自ら の 判断 
で 自由 に 使用 で きる 権利 を 与え を まし た 。 と いう の も 女性 は 自己 
の アッ ラー ( 薄 ) に 対す る 責任 を 知っ て いる か ら で す 。 たとえ 
妻 が ある 程度 の 財産 を 所 有 し て いて も 、 男 性 の 家族 に 対す る 兵 
義 の 義務 は 変わ り ま せん 。 夫 は 妻 の 財産 の 所 有 権 が あり ませ ん 
し 、 妻 が 彼女 自身 の 希望 に よる も の で な い 限 り そ れ を 受取 る こ 
と も 出来 ませ ん 。 他 に も アッ ラー ( 敵 ) は 子 が 親 に 対し て 親 功 
で ある よう 命じ られ 、 両 親 に 偉 大 な 地位 を 与え られ まし た 。 ア 
ッ ラ ー は 仰 ら れ ま し た : 





が 信人 か 六 り 人 炉 り 4 旧 の NN 甘く の NN 


《 あな た の 主 は 命じ て お られ る 。 か れ 以 外 の 何者 を も 祭 

拝 し て は な ら ず 、 ま た 両親 に 才 行 する こと を 。 も し 両 

親 か また その どちら か が 、 あ な た と 一 緒 に いて 老齢 に 

達し て も 、 彼 ら に 対し 荒い 言葉 を 使わ ず 、 親 切な 言葉 

で 話し な さい 。} (17 : 28) 

アッ ラー ( 謙 ) は か れ の み を 上 拝 こと と と も に 、 子供 が 両 
親 に 親切 に 接する よう 命じ られ まし た 。 こ の 節 は イス ラー ム に 
お いて 名 誉 あ る 親 の 地位 を 示し て いま す 。 し か し な が ら 、 母 親 
は それ 以上 の 敬意 と 親切 を 受け る に 値する 、 と 次 に 示す 伝承 は 
才 え て いま す : 

“ある 男 が アッ ラー の 使徒 ( 北 ) に 訳 ね た 。「 私 は 誰 

に 最も 優し く 接 すべ き で すか ?」 彼 は 答え た 。「 あ な た 

の 母親 で す 。」 更に 男 は 誠 い た 。「 そ の 次 は 誰 で すか ?」 

彼 は また 答え た 。「 あ な た の 母親 で す 。」 男 は 更に 2 度 

同じ 質問 を し た が 、 預言 者 ( 六 ) は 同じ よう に 管 え た 。 

そし て 4 度目 に な っ て 、 よ う や く 彼 は こう 答え た られ 

た 。「 そ れ か ら あ な た の 父親 で す 。」" 


女性 の 服 衣 規 定 

ムスリム で な い 人 々 に と っ て 、 女 性 の 服装 規定 に 関す る 問 
題 は 常 な る 議論 の 的 に な っ て いま す 。 し か し その 原因 は 、 イ ス 
ラー ム の 本 質 に 対す る 無知 か ら 来 て いる の で す 。 彼 ら は 、 ム ス 
リム 女性 は 家 に 閉じ 込め られ 、 権 利 を 故 わ れ て いる と 主張 し ま 
す 。 そ れ は 彼ら が 、 彼 ら の 女性 た ち が 以 前 その 自由 の 拘束 に 対 
し て 反旗 を 絡 し 、 自 分 自身 を 過去 の 足かせ か ら 解 放し た と いう 、 
彼ら 自身 の 文化 的 歴史 観 か ら ム スリ ム 女 性 を 見 て いる か ら な の 
で す 。 こ れ は むし ろ 、 ム スリ ム で は な い 女 性 の 自民 族 中 心 主義 
的 な 思想 に 由来 し て いる と 思わ れ ま す 。 更に これ は 、 西 洋 人 女 
性 が 過去 や 現在 に お いて 上 尚 、 真 の 意味 で の 自由 を 経験 し て いな 
いと いう 理由 か ら 来 て いる も の な の で す 。 





TTP 


太古 の 時 代 か ら 中 世 、 ル ルネッサンス と 産業 革命 を 経て 現在 
の 科学 技術 の 時 代 ま で 、 彼 ちら は いわ ゆる ひと つの 奴隷 の よう な 
状態 か ら 自 ら の 意思 で 完 極 の 自由 へ 移行 し て いる と 思い 込み な 
が ら 、 実 は 別 の 形態 を し た も う 1 つの 放 隷 の 状態 に 向かっ て い 
る だ け な の で す 。 彼女 た ち は 、 平 等 を 要求 し て 家 か ら 飛 び 出 し 
まし た 。 そ し て 自己 の 体格 の 限界 や 特定 の 目的 に 対す る 特定 の 
機能 を 授け られ て いる と いう 事実 を 無視 し て 、 男 性 の 集団 へ 強 
引 に 入り 込み まし た 。 そ の 結果 は 、 西 洋 の 家族 の 荒廃 に は っ き 
り と 見 て 取れ ます 。 


イス ラー ム ふ で 女性 が ヴェ ー ル を 相 っ て いる の は 、 文 化 的 慣 
習 で も 太古 の 文化 や 文明 の 遺産 で も あり ませ ん 。 適切 に 言え ば 、 
人 類 を 創造 し た 唯一 神 の 制度 な の で す 。 か れ の 限り な い 考 智 が 
そう する こと を 女性 に 課 し た の で す 。 


男性 と 女性 は 性 的 欲求 を 与え られ て いま す 。 アッ ラー ( 肛 ) 
は 特定 の 規則 と 予防 策 で これ ら の 欲求 を 抑制 し 、 それ に より 後 
世 の 子 孫 の 保護 と 正しい 男女 関係 の 維持 の た め に 、 男 女 双方 の 
あら ゆる 不義 な 関係 を 防止 され て いる の で す 。 そ れ ら の 規則 や 
予防 策 の 遵守 は 、 健 全 な 家族 と 社会 へ の 建設 へ と 導き ます 。 
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イス ラー ム は アッ ラー( 英 ) が 人 類 の た め に 選ば れ た 宗教 で す 。 
か れ は 人 られ まし た : 


を アデ アッ ラー に より 受け 入れ られ る 教え こそ は 、 イ スラ ー 
ム な の で ある * (3 : 19) 


これ は この メッ セー ジ が 普 昌 的 な こと を 意味 し て いま す 。 
この 事実 に より 、 人 間 は 全て の 世代 や 生活 習慣 に 適する 新しい 
法 を その 都度 開発 し た り 工 夫 さ せる 必要 が な い の で す 。 イ スラ 
ー ム は 人 間 の 社会 的 ・ 政 治 的 ・ 経 済 的 、 そ の 他人 間 の あら ゆる 
生活 面 に 影響 を 与え る 、 1 つの 生き 方 な の で す 。 イス ラー ム は 全 
て の 問題 を 、 そ の 性 質 や 実態 に 関わ ら ず 解決 し ます 。 こ れ は ア 
ッ テ ー () が ムハンマド ( 負 ) を 選び 、 彼 を 通し て 人 類 に 伝 
えた 神 の メッ セー ジ な の で す 。 か れ は また 、 か れ の 最終 啓示 で 
ある クル アー ン を 決し て 変更 され な いよ 2 う 形 成 し 、 人 類 に 啓示 
ノ 球 した 。 


この 冊子 を 読ん で 、 あ な た は イス ラー ム ふ の 主 な 信条 を 知る 
こと が で きた と 思い ます 。 選択肢 は あな た に ある の で す 。 全て 
の 人 間 は この 世 で 同じ 結末 を 迎え ます が 、 ど の 道 を 選ぶ か で 来 
世 の 行 き 先 は 決ま っ て くる の で す 。 


最も 慈悲 深く 、 不正 と は か け 離 れ て お られ る アッ ラー ( 薄 ) 
は こう 仰 ら れ ま し た : 


《 われ が (ある 民 に ) 1 人 の 使徒 も 遣わ むす こと な く 和 総 久 
を 下す こと は 決し て な い 。 ま (17: 15) 


われ われ が あな た の た め に この メッ セー ジ を 用 意 し た の は 、 
ひと え に わ れ わ れ の あな た に 対す る 懸念 か ら な の で す 。 








《 これ こそ は , 疑い の 余地 の な い 啓 典 (クル アー ン の こ 
と ) で ある 。 こ の 中 に は 、 主 を 長 れ る 者 た ち へ の 導き 
が ある 。[ 主 を 長 れ る 者 た ちと は 、 ア デッラ ー () を 
愛し (つま りか れ の 定め られ た あら ゆる 善行 を 行う 事 )、 
か れ を 長 れ る (つま りか れ の 禁じ られ た あら ゆる 罪 や 
悪行 か ら 身 を 遠ざけ る 事 ) 敬 度 で 誠実 な 人 々 の 意 ]。} 
(2 : の 


《 アデ アッ ラー は あな た が た の た め に この (真実 の ) 教え を 
選ば れ た 。 だ か ら ム スリ ム で な くし て 死ん で は な ら な 
い 。 ま } (2 : 182) 


を イス ラーム 以外 の 教え を 追求 する 者 は 、 決 し て 受け 入 
れ ら れ な い 。 そ し て 来世 に お いて これ ら の 者 は 失敗 者 
の 類 で ある } (3 : 85) 


《 今日 われ は あな た 方 の た め に 、 あな た 方 の 宗教 を 完 
成 し 、 ま た あな た 方 に 対す る われ の 恩恵 を 全う し 、 あ 
な た 方 の た め の 教 えと し て 、 イ スラ ー ム を 選ん だ の で 
ある 。 ま (5:3) 


4 実に アッ ラー と か れ の 使徒 た ち を 信じ ず に 、 ア ッ ラ ー 
と か れ の 使徒 た ちの 間 を 分 け よ うと [つま り ア ッ ラ ー 
( 弟 ) を 信じ て も 、 か れ の 使徒 た ち は 信 じ な い ] 欲し 
て 「 息 た ち は そ の 内 の ある 者 た ち は 信 じ る が 、 他 の あ 
る 者 た ち は 信じ な い 。」 と 言い 、 その 中 間 に 1 つの 路 を 
得 よ うと 欲す る 者 た ちがい る 。# (4 : 150) 








を か れこ そ は 導き と 真理 の 教え (イスラーム) を も っ て 
使徒 [ムハンマド ( 暑 ) ] を 遺 わ し 、 た と える シュ タグ 
ー ン (多神教 徒 、 無 神 論者 、 偶 像 団 拝 者 な ど ア デッラ ー 
の 唯一 性 に お ける 不信 仰 者 ) が 忌み 嫌 お うと も 全て の 
宗教 を 超越 する の で ある 。# (9 : 33) 


を アッ ラー が その 胸 を 開い て イス ラー ム へ と 導き 、 主 か 
ら の 御 光 を 受け た 者 が (ムスリム で な い 者 と ) 同じ で 
あろ うら か? アッ ラー の 啓示 を 頑 な に 拒む 者 に 災い あ 
れ ! それ ら は 明らか に 心 述 える 者 で ある ! * (39 : 22) 


《 か れこ そ は 導き と 真実 の 教え を (イスラーム ふ ) を も っ て 、 
それ を 全て の 宗教 の 上 に 宣 揚 する た め 、 か れ の 使徒 [ ム 
ハン マ ド ( 針 )] を 遣わ ちさ れ た 方 。 本 当 に アッ ラー は 立 
証 者 と し て 万 全 で あら れる 。#} (48 : 28) 


《 人 類 よ 、 あ な た 方 そし て あな た 方 以前 の 者 を 創 ら れ た 
主 (アッ ラー) に 仕え な さい 。 そ れ に より あな た 方 は 
スッ タグ クー ン ( 主 を 長 れ る 敬 上 席 な 者 ) と な る で あろ う 。#* 
(2 : 21) 


《 彼 こ そ は あな た 方 の た め に 大 地 を 拠 所 と し 、 ま た 大 空 
を 天蓋 と され 、 天 か ら 雨 水 を 降ら ちせ 給 い 、 そ れ に よっ 
て あな た 方 の た め に 糧 と し て 種々 の 果実 を 実ら せら れ 
る 方 で ある 。 だ か ら あ な た 方 は (か れ の み が 奈 拝 さ れ 
る 権利 お が ある と ) 知っ た 上 は 、 ア ッ ラ ー に 同位 者 が あ 
る な ど と 唱え て (それ を 宗 拝 し て ) は な ら な い 。 } (2 : 
22) 
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アプ ドッ ラー・ ビ ン ・ ア ムル ( 宮 ) は 語っ た : あ 
る 男 が 預言 者 ( 負 ) に 訳 ね た 。「 最 も 優れ た イス ラー ム 
の 特質 は 何で すか ?」 預 言 者 ( 端 ) は 答え た 。「 他 者 に 
食べ 物 を 与え 、 知 る 者 に も 知ら な い 者 に も 挨拶 する こ 
と だ 。」( ア ル ニ テニ プ ハー リー、 ハ ディ ー ス 第 11 番 ) 


アブ ー・ サ イー ド ・ ア デル ・ フ ドリ ー ( 補 ) は 語っ 
た : アッ ラー () の 預言 者 ( 端 ) は 言っ た 。「 も し 
ある 者 が イス ラー ム を 心から 受け 入れ れ ば 、 ア ッ ラ テー 
は 彼 の 全て の 過去 の 罪 を お 赤 し に な り 、 彼 の (善悪 の 
行為 に 関す る ) 記録 は その 後に 始ま る だ ろう : 彼 の 装 
行 は 1 つ に つき 10 僅か ら 700 倍 の 報酬 が ある が 、1 
つの 早 行 は アッ テー が お 赤 し に な ら な い 限 り 、 そ の ま 
ま 1 つと し て 記録 され る 。」( ア ルー テープ ハ ー リ ー、 ハ デ 
ィ ー ス 第 89 番 ) 


アブ ー・ フ ライ ラ () は 語っ た : アッ ラー の 預 
言 者 ( 比 ) は 言っ た 。「 全 て の 子 は グァム ラテ ( 真 の イス 
ラー ふ 信 仰 ) に 基づい て 誕生 する が 、 彼 の 両親 が 彼 を 
ニダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 や ゾロ アス ター 教徒 へ と 変 
えて し まう の だ 。 そ れ は ちょ うど 動物 が その 子 を 産む 
よう な も の で ある 。 あ な た 方 は 、 そ れ が 飼い 主 に よっ 
て 了 芽 を 切ら れ た 状態 で 本 まれ て くる の を 見 た と き が あ 
る か ?83」 それから アプ ブー・ フ ライ ラ ( 宙 ) は クル ア 
ー ン の 聖なる 節 を 唱え た :“" ア ッ ラ ー が 人 間 に 定 あめ られ 
た ファム ジ に 基づい て 。 ア デア ッ ラー の 創造 (本 来 正道 、 
つま り イ ステ ラー ム の 道 に ある ) に 、 変 更 を 加え る べき 
で は な い 。 (アル ニー ブ ハー リー、 ハ ディ ー ス 第 1359 番 ) 


3 つま りす 動物 は 完全 な 状態 で 生ま れ て くる に も 関わ ら ず 、 その 飼い 主 が その 誕 
生後 に 耳 を 切る (当時 の 家畜 に 対す る 1 習慣 ) な ど し て 生来 の 形質 を 変形 させ 
て し まう よう な も の で ある 、 と いう こと 。 








ea 


アブ ー・ フ ライ ラ ( 頑 ) は 語っ た : アッ ラー の 使 
徒 ( 閉 ) は 言わ れ た 。「 私 の 追従 者 は 、 それ を 拒む 者 以 
外 み な 楽園 に 入る だ ろう 。」 人 々 は 言っ た 。「 ア ッ ラ ー 
の 使徒 よ ! 一 体 誰 が 拒む で し ょ うか ?」 彼 は 答え た 。 
「 誰 で も 私 に 従う 者 は 楽園 に 入り 、 背 く 者 は 拒ん で い 
る こと に な る の で ある 。」( ア ルー テ プ ハ ー リ ー、 ハ ディ 
ー ス 第 7280 番 ) 
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ヨハ ネ 14 : 15 一 16 一 


“あな た 方 が わた し を 愛し て いる な ら 、 わ た し の お き 
て を 守り な さい 。 わ た し は 父 に お 願い し 、 父 は ほか の 
助言 者 を 与え て 、 彼 が 永遠 に あな た 方 と 共に いる よう 
に くだ さる 。“ 


ヨム ネネ 15 : 26 一 27 一 


"わた し が 父 の も と か ら あ な た 方 に 意 わ そ うと し て 
いる 助言 者 、 す な わ ち 父 か ら 生 じ る 真理 の 霊 が 来る 時 、 
彼 は わた し に つい て 十 言 する だ ろう : あな た 方 も 、 は 
じ め か ら わ た し と 共に いた の だ か ら 、 証 言 す る だ ろ 
と 

ヨハ ネネ 16:5 一 8 一 


"だ が 今 、 わ た し は 自分 を 遣わ され た 方 の も と に 行こ 
うと し て いる 。 それで も あな た 方 の うち の だ れ も 『 ど 
こ に 行こ うと し て いる の で すか 』 と は 尋ね な い 。 だ が 、 
わた し が これ ら の 事 を あな た 方 に 告げ て きた た め に 、 
悲嘆 が あな た 方 の 心 を 満た し て いる 。 そ れ で も 、 わ た 
し は あな た 方 に 真実 を 告げ る ある 。 す な わ ち 、 わ た し が 去 
っ て 行く こと は あな た 方 の 益 に な る の だ 。 わ た し が 去 
っ て 行か な けれ ば 、 助 言 者 は あな た 方 の と ころ に 来 な 
いか ら だ 。 だ が わた し が 行け ば 、 わ た し は 彼 を あな た 
方 に 遣わ むす こと に な る 。 役 は や っ て 来る と 世 の 罪 を 責 
め 、 正 義 と 裁き を 認め る だ ろう 。”" 





C.E すい 
ヨプ \ 座 16@:12 一 14 一 


"わた し に は 、 ま だ あな た 方 に 告げ る 
べき た くさ ん の 事柄 が ある が 、 あ な た 方 
は 今 は それ に 耐え られ な い 。 し か し 、 真 
理 の 埋 が 来る 時 に は 、 彼 は あら ゆる 真理 
に 導く だ ろう 。 彼 は 自分 か ら 語 る の で は 
な く 、 何 で も 目 分 が 聞く こと を 話す こと 
に な る か ら だ 。 彼 は あな た 方 に 、 起 ころ 
うと し て いる 事柄 を 知ら せる だ ろう 。 役 
は わた し の 栄光 を 現 わ す だ ろ 2。 彼 は わ 
た し の も の か ら 受 け て 、 あな た 方 に それ 
を 知ら せる か ら だ 。 


ヨハ ネ 16: 16 一 


“し レ ば らく する と 、 あ な た 方 は わた し を 見 な く な る 。 
また し ば らく する と 、 あ な た 方 は わた し を 見 る こと に 
な る 。 なぜなら 私 は 父 の も と に 行く か ら だ 。” 


[ムスリム 神学 者 た ち は 、 上 記 の 節々 で イエ ス に より 彼 の 
後に 来る 者 と し て 説明 され て いる 者 は アッ ラー の 使徒 ム ハ ン マ 
ド ( 端 ) 以外 に は 当て は ま ら な いと 述べ て いま す 。 聖書 の 中 で 、 
イエ ス が 役 の 後に 来る 者 と し て 予言 し た 者 は 「 パ ルカ リー タダ タ 」 
と 呼ば れ て いま す 。 こ の 言葉 は 後世 の 通訳 ・ 客 訳 者 に より 削除 
され 、 代 わり に 「 真 実 の 霊 」、「 助 言 者 」、 ま た 「 聖 な る 霊 」 と い 
っ た 言葉 が 当て られ る よう に な り ま し た 。 原 文 の 言葉 は ギリ シ 
ャ 語 で 「 人 々 に より 多大 な る 称 状 を され る 者 」 と いう 意味 で す 。 
この 言葉 は (アラ ビア 語 に お ける ) ムハンマド の 意味 に ぴっ た 
り と 当て は まり ます 。] 
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